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あ
れ
か
ら

一
年
…
今
学
校

で
は
　
　
０

仮
設
体
育
館
で
行
っ
た
開
校
式

同
窓
の
絆
を
深
め
る
た
め
に

同
窓
吾
峰
会
会
長

未
曾
有
の
大
震
災
と
安
全
神

話
を
覆
す
原
発
事
故
か
ら

一
年

半
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
な
お
、

放
射
線
に
不
安
な
生
活
や
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら

れ
る
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
不
安
の
解
消
、

避
難
生
活
か
ら
の
復
興

・
復
元

を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

私
が
こ
の
震
災
で
一
番
強
く

感
じ
ま
し
た
の
は
、
吾
峰
会
の

絆
の
強
さ
、
会
員
と
会
組
織
の

素
晴
ら
し
さ
で
す
。

私
達
の
同
窓
会
は
小

・
中

・

高
校
の
同
窓
会
と
違
っ
た
強
い

絆
を
持
つ
同
窓
会
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
母
校
を
同

一
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
職
場
に
お
い

て
も
、
教
育
と
い
う
共
通
の
目

標
を
持
ち
、
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
合
っ
た
深
い
縁
を
持
つ
仲
間

服

部

秀

文

の
集
ま
り
で
あ
る
か
ら
で
す
。

私
が
い
つ
も
感
謝
し
敬
服
し

て
お
り
ま
す
の
は
、
県
内
多
く

の
支
部
で
の
評
議
員
や
理
事
、

方
部
委
員
な
ど
の
方
々
の
活
躍

で
す
。
こ
れ
ら
の
み
な
さ
ん
は
、

会
員
の
お
宅
を

一
軒

一
軒
お
回

り
に
な
り
、
会
員
に
直
接
お
会

い
し
て
、
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
、
絆
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
少
額
の
支
部
運
営

費
を
徴
収
し
、
吾
峰
会
報
や
支

部
報
な
ど
を
配
り
、
九
十
五
歳

の
長
寿
会
員
に
は
賀
寿
を
贈
呈

し
、
人
生
の
終
馬
を
迎
え
た
方

に
は
弔
辞
、
香
典
を
捧
げ
る
な

ど
の
活
動
を
し
て
下
さ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
活
躍
に
は
、
頭
が
下
が

り
ま
す
し
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
は
、
人
間
社
会
の
模
範

的
な
行
為
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
各
支
部
で
は

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
懇

親
を
深
め
、
絆
を
強
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

吾
峰
会
を
運
営
す
る
一
人
と

し
て
、
み
な
さ
ん
の
素
晴
ら
し

さ
と
組
織
の
素
晴
ら
し
さ
は
胸

を
張
っ
て
自
慢
し
、
感
謝
し
、

敬
服
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
絆
を
強
め
る
た
め
に
、

県
北

・
浜

・
県
南

・
会
津
の
四

方
部
持
ち
回
り
で
大
会

・
懇
親

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年

は
震
災
で
凍
結
し
ま
し
た
二
本

松
大
会
を
十
月
十
三
日

（土
）

に
実
施
し
、
来
年
度
は
浜
通
り

の
順
で
す
が
、
震
災
と
原
発
避

難
で
開
催
は
不
可
能
な
た
め
、

県
南
地
区
へ
と
順
送
り
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
で
は
、
学
生

歌

「今
日
の
世
紀
に
」
の
Ｃ
Ｄ

で
声
と
心
を
合
わ
せ
、
学
生
時

代
の
明
る
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
を
醸
成
し
、
次
い
で
講

演
や
研
修
を
行
い
、
脳
を
活
性

化
し
、
更
に
懇
親
会
で
絆
を
深

め
、
意
欲
の
充
実
を
図
る
運
営

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
組
織
や
運
営
計
画

を
考
案
し
た
先
輩
の
偉
大
さ
に

敬
服
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
と

し
て
末
永
く
残
し
、
強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
全
国
に
散
ら

ば
り
、
支
部
の
な
い
方
々
と
の

絆
を
深
め
る
方
策
と
県
外
の
支

部
の
運
営
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
強
い
糸
で
結
ば
れ
た
絆

を
切
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

ま
ず
会
員
の
所
在
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
本
年
は
、
各
支
部
事
務
局
長

会
議
を
開
催
し
て
、
会
員
名
簿

の
在
り
方
を
検
討
し
、
二
十
六

年
度
刊
行
を
目
指
し
て
準
備
を

始
め
、
課
題
解
決
に
努
力
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

爛橘
銀
酸
でぁ
ぃさ
っす
る
　
の

賀 寿 祝 い
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序‖頂

1 開 会のことば

2 会 長あいさつ

3 人 間発達文化学類長あいさつ

4 来 賓あいさつ

5 議 長選出
・ 議 事録署名人選出 。記録者紹介

6報  告

(1)「福島大学震災義援金」への寄付状況

(2)「大震災後の福島県の教育復興を進める会J

の活動について

(3)平 成23年度吾峰会主催卒業祝賀会について

(4)今 後の積立金管理運営について

7議  事

(1)平 成23年度事業報告並びに会計決算報告
。同監査報告について

(2)平 成24年度事業計画(案)並びに予算(案)につ

いて

G)そ の 他

① 平 成24年度組織強化委員会活動計画

② 研 究奨励事業研究募集

③ 会 報129号。130号の編集計画

④ 各 支部活動のインターネット更新依頼

⑤ 平 成24年度以降吾峰会大会開催順序

8諸 連 絡

(1)平成24年度賀寿慶祝、その他事務連絡等

(2)平成25。26年度役員選考委員の選出

9 閉 会のことば
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平
成
二
十
四
年
度
の
評
議
員

会
は
、
去
る
五
月
十
九
日

（土
）

に
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学

類
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
で

二
ヶ
月
遅
れ
て
七
月
開
催
で
あ
っ

た
が
、今
年
は
例
年
通
り
の
五
月

開
催
で
、順
調
な
歩
み
に
な
っ
た
。

遠
く
は
、
北
海
道
支
部
か
ら

愛
知
支
部
ま
で
三
十
六
名
の
評

議
員
が
出
席
さ
れ
、
会
は
和
や

か
に
進
め
ら
れ
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
前
白
河
支

部
長
の
星
輝
夫
様
と
前
本
吉
支

部
長
の
佐
藤
勝
市
様
に
、
会
長

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

評
議
員
会
は
、
会
長
あ
い
さ

つ
と
学
類
長
代
理
で
千
葉
養
伍

教
授
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
伊

達
支
部
の
菅
野
弘
明
評
議
員
を

議
長
に
選
出
し
て
進
め
ら
れ
た
。

特
に
重
要
な
内
容
は
、
会
報

の
各
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
る
。

①
二
本
松
大
会
は
、
十
月
十
二

日

（土
）
実
施
予
定

○
研
究
奨
励
事
業
で
は
、
応
募

締
切
が
九
月
二
十
日

（木
）。

○
支
部
事
務
局
長
会
を
八
月
に

実
施
し
、
意
見
交
換

・
情
報

を
交
換
す
る
。

○
会
報
は
八
月
と
二
月
の
二
回

全

二
九
二

〓
一〇
号
）発
行
。 議長あいさつ 菅野評議員 学類長あいさつ 千葉教授(代理)

同

窓

生

の

絆

吾
峰
会
評
議
員
会
に
出
席
す

る
た
め
、
朝
七
時
に
自
宅
を
出

る
。
途
中
、
先
輩
の
評
議
員
さ

ん
が
乗
車
し
、
県
道
本
宮
線
、

国
道
四
号
を
通
り
、
福
島
市
に

向
け
北
上
す
る
。
評
議
員
会
の

会
場
が
金
谷
川
の
福
大
で
あ
る

た
め
国
道
四
号
ル
ー
ト
を
選
ぶ
。

今
回
、
会
津
支
部
の
評
議
員

と
し
て
初
め
て
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
開
会
の
四
十
分
前

に
福
大
に
到
着
。
先
輩
の
評
議

員
さ
ん
は
金
谷
川
キ
ャ
ン
パ
ス

ヘ
来
た
の
が
初
め
て
と
い
う
の

で
、
ゆ
っ
く
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
散
策
す
る
。
新
緑
に
囲
ま
れ

た
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

浜
田
町
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
白
亜
の
管

理
棟
・
研
究
棟
、
陸
上
競
技
場
、

野
球
場
、
体
育
館
等
の
ス
ポ
ー

ツ
体
育
施
設
が
建
ち
並
ん
で
い

る
。
学
問
、
研
究
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
見
事
な
施
設
及
び
環
境

に
あ
ら
た
め
て
驚
嘆
す
る
。

会
議
は
、
要
項
の
次
第
に
そ
っ

て
報
告
や
議
事
が
進
行
す
る
。

服
部
会
長
、
中
田
学
類
長

（代
理
千
葉
教
授
）
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
菅
野
伊
達
支
部
長
を

議
長
に
選
出
し
、
報
告
や
議
事

並
び
に
諸
案
件
は
、
事
務
局
の

提
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

服
部
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

会
津
支
部
長
　
湯
野
尻
　
　
　
弧

で
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
で

浜
通
り
地
区
の
会
長
が
多
数
被

災
し
、
県
内
外
に
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
復
興
の
兆
し
が

一

向
に
見
え
な
い
現
状
に
心
痛
と

憂
う
つ
の
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
。

吾
峰
会
存
続
の
危
機
を
ど
う

乗
り
切
れ
る
か
。
特
に
県
内
外

に
避
難
さ
れ
て
い
る
会
員
の
把

握
に
ど
う
対
応
す
る
か
な
ど
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
役
員
、
事
務
局
が
真

正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
止
に
な
っ
た
二
本
松

大
会
が
十
月
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
安
達
支
部

の
皆
さ
ん
は
大
会
の
成
功
に
向

け
て
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

復
興
元
年
の
今
年
、
二
本
松

大
会
開
催
の
意
義
は
き
わ
め
て

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
大
震
災

に
対
し
て
、
吾
峰
会
は
、
０
被

災
支
部
へ
の
見
舞
金
　
０
福
大

へ
の
震
災
義
援
金
　
０
震
災
後

の
教
育
復
興
を
進
め
る
活
動
な

ど
の
支
援
や
対
応
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

散
会
後
、
福
大
創
立
百
二
十

周
年
記
念
に
建
立
さ
れ
た
、
記

念
像
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
巡
っ
て

家
路
に
つ
い
た
。

今
後
、
同
窓
生
相
互
の
絆
を

強
め
、
楽
し
い
充
実
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
（昭
四
二
卒
）
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評
議
員
会
に
出
席
し
て

捲

景

暑

長

帰

家

雄

治

北
海
道
支
部
と
し
て
支
部
長

と
と
も
に
初
め
て
評
議
員
会
に

出
席
い
た
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
福
島
で

し
た
が
、
当
時
の
面
影
は
既
に

な
く
、
近
代
的
な
街
並
み
に
変

貌
し
て
い
る
そ
の
姿
に
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
を
強
く
肌
に
感

じ
ま
し
た
。

翌
朝
、
金
谷
川
駅
頭
に
立
ち

こ
の
辺
り
が
松
川
事
件
の
現
場

に
近
い
の
か
な
ど
と
、
思
い
を

は
せ
な
が
ら
坂
道
を
学
生
と

一

緒
に
学
内
に
向
か
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
目
に
入
っ
た
の
は
手
入

れ
が
充
分
に
行
き
届
い
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
し
た
。
緩
や
か
な
傾

斜
地
を
利
用
し
た
各
学
類
の
研

究
棟
の
数
々
、
人
間
発
達
文
化

学
類
棟
の
会
議
室
に
入
っ
た
頃

に
は
額
に
う
っ
す
ら
と
汗
を
か

い
て
お
り
ま
し
た
。

評
議
員
会
は
、
お
二
人
の
支

部
長
さ
ん
に
永
年
勤
続
感
謝
ぜ
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平成23年度 同窓吾峰会事業報告
1 大 会の開催
(1)同 窓吾峰会二本松大会…東 日本大震災で次年度へ延期。
2 会 議の開催
(1)評 議員会…平成23年 7月 9日 CLl
修)監 事 会…平成23年 5月 18日l■l
O )理 事 会
・第 1回 …平成23年 6月 23日lAl
。第 2回 …平成23年12月 5日 個)
“)常 任理事会…臨時 1回 、定期 3回 開催する。
(5)積 立金管理運営委員会
。第 1回 …平成23年 5月 19日lAl
・第 2回 …平成23年11月 5日 17kl
G)組 織強化委員会
。第 1回 …平成23年 6月 21日側
・第 2回 …平成23年11月22日側
(0 会 報編集委員会…各号 4回 ずつ計 8回 実施 した。
(8)ホ ームページ委員会
。第 1回 …平成23年 6月 1日 l■l
。第 2回 …平成23年 9月 8日 内
0)事 務局会…平成24年 2月 23日lAl
QO 総 務部会…年間15回

会報の発行
「吾峰」第127号…平成23年 9月 10日発行
第128号…平成24年 2月 15日発行

ホームベージのアップロー ド
・第 1回 目…平成23年 9月
。第 2回 目…平成24年 2月

研究奨励事業…大震災のため募集を中止 した。
会員の慶弔
。長寿者への賀寿贈呈…21名 (満95歳)
。逝去者への弔慰金奉呈…156名 (平成24年 3月 末 日現在)
母校への支援 ・協力
・福島大学附属四校園 (附幼・附小・附中・附特)の 研究推進の後援
・福島大学人間発達文化学類の諸事業及び大学祭等への後援
・ホームカ ミングデー 平 成23年10月30日(日)
入 会 歓 迎
・平成22年度卒業生を励ます会…平成23年 8月 13日l■l
・平成23年度卒業祝賀会…平成24年 3月 26日個)

が

贈
口王
式
が
あ
り
、
そ
の
後
に

服
部
会
長
か
ら
震
災
報
告
を
含

め
て
吾
峰
会
の
現
状
が
懇
切
丁

寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
義
援
金
の
寄
付
状
況
に

つ
い
て
は
集
計
額
が
報
告
さ
れ

特
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
六

支
部
に
対
し
て
は
、
吾
峰
会
本

部
か
ら
の
義
援
金
支
出
は
当
を

得
た
処
置
と
感
じ
ま
し
た
。

大
震
災
及
び
原
発
事
故
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
福
島
県

教
育
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
福
島
大
学
の
呼

び
か
け
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

「大
震
災
後
の
福
島
県
の
教
育

復
興
を
進
め
る
会
」
の
積
極
的

な
活
動
と
経
過
に
つ
い
て
詳
細

な
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

震
災
後
の
現
状
把
握
で
は
状

況
調
査
を
昨
年
十

一
月
に
実
施

し
そ
の
結
果
に
よ
り
、
教
員
確

保

・
汚
染
地
域
の
環
境
整
備

・

現
状
に
即
し
た
教
育
課
程
の
編

成
と
実
施

・
児
童
生
徒
教
員
の

心
の
ケ
ア
・
教
育
特
区
の
設
定

等
の
諸
課
題
を
解
決
の
た
め
関

係
方
面
に
要
望
と
陳
情
を
行
い

そ
の
内
容
は
、
長
期
的
展
望
に

立
っ
た
県
教
員
採
用
計
画
の
正

常
化

・
定
数
外
教
員
の
配
置
と

県
教
育
振
興
計
画
の
見
直
し
・

県
教
育
振
興
を
進
め
る
体
制
の

整
備
と
の
こ
と
で
し
た
。

適
時
的
確
な
情
報
を
も
ら
い

同
窓
の
皆
さ
ま
と
の
再
会
に
充

実
し
た
喜
び
を
感
じ
実
り
多
か
っ

た
評
議
員
会
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

同
窓
と
し
て
の
絆
を

一
層
深

め
る
た
め
に
も
、
来
る
十
月
に

開
催
さ
れ
る
二
本
松
大
会
に
は

多
く
の
同
窓
生
が
集
う
こ
と
を

強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（昭
三
六
卒
）

平成24年度 同窓吾峰会事業計画

1 大 会の開催

(1)大 会事前打ち合わせ会…平成24年 6月 8日 0二 本松市
(2)同 窓吾峰会二本松大会…平成24年10月13日l Ll

二本松御苑

会議の開催

(1)評 議員会…平成24年 5月 19日CLl

福島大学人間発達文化学類大会議室

(2)監 事 会…平成24年 4月 4日 lal

福島大学街なかブランチ舟場研修室

( 3 )理 事 会
。第 1回 …平成24年 4月 27日0

福島大学国際交流会館多目的ホール
・第 2回 …平成24年11月予定

福島大学国際交流会館多目的ホール

化)常 任理事会
・第 1回 …平成24年 4月 13日0

福島大学街なかブランチ舟場研修室
。第 2回 …平成24年 9月 予定

福島大学街なかブランチ舟場研修室
。第 3回 …平成25年 1月 予定

福島大学街なかブランチ舟場研修室

6)各 支部事務局長会…平成24年 8月 18日l Ll

福島大学人間発達文化学類大会議室

脩)積 立金管理運営委員会
・第 1回 …平成24年 5月 8日 側

福島大学街なかブランチ舟場研修室
。第 2回 …平成24年 9月 予定

福島大学街なかブランチ舟場研修室

仔)組 織強化委員会
。第 1回 …平成24年 5月 31日lAl

福島大学街なかブランチ舟場研修室
・第 2回 …平成24年10月予定

福島大学街なかブランチ舟場研修室

G)会 報編集委員会…各号 4回 ずつ計 8回 実施の予定

(9)ホ ームページ委員会
・第 1回 …平成24年月日未定

福島大学街なかブランチ舟場研修室
・第 2回 …平成24年月日未定

福島大学街なかブランチ舟場研修室

tO 事 務局会…平成24年 4月 4日 17Rl

福島大学街なかブランチ舟場研修室
・第 2回 …平成24年月 日未定

福島大学街なかブランチ舟場研修室

tD 総 務部会…随 時

3 会 報の発行

「吾峰」第129号…平成24年 8月 1日 発行予定

第130号…平成25年 2月 15日発行予定

4 ホ ームベージのアップロー ド
・第 1回 目…平成24年 9月
・第 2回 目…平成25年 2月

5 研 究奨励事業…募集開始 平 成24年 5月 19日働

応募締切 平 成24年 9月 20日lAl

6 会 員の慶弔
。長寿者への賀寿贈呈
・逝去者への弔辞 ・弔慰金奉献

7 母 校への支援 ・協力

171 福島大学附属四校園 (附幼 ・附小 ・附中 ・附特)の 研

究推進の後援

lr)福 島大学人間発達文化学類の諸事業及び大学祭等への

後援

(ウ)ホ ームカ ミングデー 平 成24年11月 4日 lB)実施予定

8  入 会 歓 迎
。平成24年度卒業祝賀会…平成25年 3月 25日働

ウエディング ・エルティ
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「今
だ
か
ら
こ
そ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

飯
舘
村
立
臼
石
小
学
校
長
　

一
一　

谷

　

一原
　

子

け
て
通
学
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仮
設
校
舎
は
、
草
野
・

臼
石
小
学
校
の
南
校
舎
と
飯
樋

小
学
校
の
北
校
舎
と
の
二
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
学
習
や

活
動
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
三

校
合
同
の
活
動
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
屋
外
で
の
活
動

制
限
も
解
除
し
、
放
射
線
等
の

安
全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、

で
き
る
だ
け
通
常
の
学
校
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
三
校
が
集
ま
っ
て

い
る
利
点
を
活
か
し
た
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
の
指
導

方
法
の
工
夫
、
多
人
数
で
の
子

「今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」
と

あ
の
二
月
十

一
日
か
ら
、　
一

年
と
二
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
思
い
を

抱
き
な
が
ら
も
、
日
本
中
、
あ

る
い
は
世
界
中
の
方
々
か
ら
の

温
か
い
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
、
明
る
く
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
四
月
二
十
二
日
に
計

画
的
避
難
区
域
の
指
定
を
受
け

た
飯
舘
村
は
、
全
村
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
村
の
三
つ
の
小

学
校
は
、
隣
町
の
川
俣
町
で
学

校
を
開
校
し
ま
し
た
。

昨
年

一
年
間
は
、
川
俣
中
学

校
の
一
部
を
お
借
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
川
俣
飯

坂
地
区
に
新
し
く
建
て
た
仮
設

校
舎
に
移
り
、
臼
石
小
学
校
、

草
野
小
学
校
、
飯
樋
小
学
校
の

三
校
合
わ
せ
て
二
百
二
十
名
の

子
ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
十
二
台
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
、
福
島
市
や

伊
達
市
、
川
俣
町
な
ど
の
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
住
宅
か
ら
、
村
の

幼
稚
園
児
、
中
学
生
、
高
校
生

と
と
も
に
、
約

一
時
間
ほ
ど
か

仮設校舎での三校合同授業(1年 )

ど
も
同
士
の
学
び
合
い
や
人
間

関
係
の
拡
充
、
川
俣
町
の
小
学

校
と
の
交
流
な
ど
の

「今
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」
と
安
全

教
育
の
充
実
、
離
れ
て
い
る
飯

舘
村
や
今
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
川
俣
町
に
つ
い
て
の

「
ふ
る

さ
と
学
習
」
、
感
謝
の
気
持
ち

の
育
成
、
子
ど
も
や
保
護
者
ヘ

の
心
の
ケ
ア
な
ど
の

「今
だ
か

ら
こ
そ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

組 て く し福 な ま  て こ

輯じ  り ついまや とい い

状
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
会
員
の
皆
様
、
遠
方
の

会
員
の
皆
様
、
近
く
に
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
、
川
内
村
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ま

だ
終
わ
ら
ぬ

「最
前
線
」
の
生

活
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（昭
五
八
卒
　
双
葉
支
部
）

「川
内
中
学
校
」
の
現
状

措

舌

患

最

高

濱

俊

彦

最
初
に
、
川
内
中
学
校
の
昨

年
か
ら
の
あ
ゆ
み
を
時
系
列
で

振
り
返
り
ま
す
。
（単
純
に
表

現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で

す
が
）
二
月
十

一
日
…
地
震
そ
の
も

の
の
被
害
は
体
育
館
屋
根
の
一

部
損
壊
程
度
で
校
舎
内
に
は
大

き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

二
月
十
二
日
…
富
岡
町
か
ら

の
避
難
者

一
〇
〇
〇
人
以
上
を

本
校
に
受
け
入
れ
た
。

二
月
十
六
日
…
川
内
村
は
全

村
避
難
を
決
定
し
、
郡
山

（ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
）
へ
避
難
。

四
月
十
四
日
…
郡
山
市
立
逢

瀬
中
学
校
に
て
、
学
校
業
務

（授
業
）
を
開
始
。

翌
年
二
月
下
旬
…
郡
山
市
か

ら
川
内
村

へ
の
物
品
等
移
動

（帰
村
の
た
め
の
引
越
し
）。

四
月
六
日
…
村
に
て
入
学
式

を
挙
行
し
、
以
降
通
常
の
学
校

業
務
を
再
開
。

一
年
間
の
郡
山
市
へ
の
避
難

生
活
の
際
に
は
、
物
心
両
面
で

逢
瀬
中
学
校
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

本
校
の
生
徒
数
は
避
難
前
の

約
１
／
４
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
以
前
同
様
の
組
織
を

維
持
し
、
通
常
の
学
校
業
務
を

再
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。生
徒
数
が
減
少
し
た
と
は
言

え
、
や
は
り
故
郷
で
の
生
活
は

嬉
し
い
も
の
で
、
校
内
に
は
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
四

月
半
ば
に
は
部
活
動
や
自
校
給

食
も
再
開
し
、
お
い
し
そ
う
に

給
食
を
頬
張
る
生
徒
達
の
顔
を

見
な
が
ら
、
「
や
っ
と
こ
こ
ま

で
漕
ぎ
つ
け
た
」
と
、
職
員
も

感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

1学期の終業式・生徒集会で意見発表

「教
師
冥
利
」
に
尽
き
る
よ

槽
葉
町
立
楢
葉
北
小
学
校
長

　

さ
ル
　

川
”
　

禾
々
　

即
和

「元
気
で
す
か
―
。」

習
「さ

れま
ｏ」

五
月
二
十

一
日
（月
）
は
、
子

ど
も
た
ち
や
教
職
員
で
金
環
日

食
を
見
た
。
心
が
癒
さ
れ
た
。

今
、
学
校
経
営
が
出
来
ず
に

悶
々
と
し
て
い
た
昨
年
と
は
全

く
違
う
自
分
が
い
る
。
避
難
で

疲
れ
切
っ
て
い
た
自
分
と
は
明

ら
か
に
違
う
。
別
人
二
十
八
号

だ
。今
は
、
常
に
目
の
前
に
子
ど

も
た
ち
が
い
る
。
抱
き
つ
き
髭

を
触
る

一
年
生
が
い
る
。
「手

品
を
見
せ
て
―
っ
ど

と
お
ね

だ
り
す
る
三
年
生
が
い
る
。
本

気
で
絵
を
描
く
四
年
生
。
集
会

で
司
会
を
て
き
ぱ
き
と
こ
な
す

六
年
生
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見

守
り
、
責
任
あ
る
行
動
を
す
る

中
学
生
。
そ
の
こ
と
だ
け
で
、

【教
師
冥
利
に
尽
き
る
よ
】

以
前
に
、
転
勤
で
不
満
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
自
分
に

「子
ど
も

た
ち
と
学
校
が
あ
れ
ば
、
教
師

は
そ
れ
だ
け
で
最
高
だ
べ
ど

と
教
え
て
く
れ
た
校
長
先
生
が

い
た
。
昨
年
と
今
年
と
、
そ
の
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て
続
け
ら
れ
ま
す
。
が
、
こ
こ

進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、

一
年
を
過
ぎ
た
今
、
思
う
の
で

す
。低
学
年
生
程
、
線
量
を
振
り

か
ざ
し
た
指
導
で
は
、
学
習
目

標
の
設
定
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。（昭
三
七
卒
　
い
わ
き
支
部
）

こ
と
を
い
き
お
い
痛
感
す
る
。

現
在
楢
葉
町
は
、
楢
葉
北
小

三
十
二
名
、
楢
葉
南
小
二
十
二

名
、
楢
葉
中
学
校
四
十

一
名
で
、

い
わ
き
の
銭
田
と
い
う
工
業
団

地
に
四
月
か
ら
学
校
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は

勿
論
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
植

葉
町
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の

熱
い
情
熱
で
こ
こ
ま
で
来
た
。

教
育
の
機
会
均
等
と
は
ほ
ど
遠

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
教
師
の

取
り
組
み
を
見
て
い
る
と
、
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
ハ
ー
ド
ル
や

ビ
ー
ル
缶
で
ご
飯
を
炊
く
調
理

実
習
等
、
手
作
り
の
教
材
ば
か

り
だ
。
そ
こ
に
は
、
自
ら
も
被

災
し
て
い
る
教
師
の
陰
は
見
当

た
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
教
師

の
原
点
が
あ
る
。

授
業
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち

の
表
情
が
す
べ
て
を
物
語
る
。

植
葉
町
の
学
校
に
来
て
良
か
っ

た
。
安
心
の
笑
顔
が
ま
た
教
師

た
ち
の
意
欲
に
な
る
。
こ
の
連

鎖
が
今
の
楢
業
の
教
育
の
原
点

「頑
張

っ
て
ね
／
」
　

　

　

一晶
厭
繭
謙
勤
因
鉄

た

一
つ
加
わ
り
ま
し
た
。
負
に

前
副
会
長

　

士
口
　

耐
一
　

雄宋

　

一　
　
一
げ

】
才
劫
減
神
義
田
Ｗ
去
Ｌ
豹

向
か
っ
て
の
相
乗
作
用
は
、
更

昨
年
の
今
頃
何
を
し
て
い
た

一
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り

一
に
大
き
く
働
く
は
ず
で
す
。
こ

ん
だ
ろ
う
と
、
日
記
に
目
を
や

一
ま
す
。
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い

一
の
方
向
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

り
ま
す
と
、
夢
で
あ
っ
て
欲
し

一
た
も
の
が
奪
い
去
ら
れ
て
い
る

一
食
生
活
の
改
善
を
行
い
、
免
疫

い
と
思
い
つ
つ
、
冷
た
い
毛
布

一
た
め
こ
う
思
う
の
で
す
。
人
生

一
カ
を
高
め
る
た
め
の
努
力
を
推

駈彬誰鞄施制陀錬陽たっ靴こ
一瑚め範邦極的立吻抑競％こ
準ビ
「
一
人
で
も
い
い

「飛
―
べ
飛
―
べ
　
と
ん
び
―
、

空
高
く
―
。」

と
元
気
な
歌
声
、
笛
の
音
が
校

舎
に
こ
だ
ま
す
る
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
を
何
と
か

大
き
く
育
て
た
い
。
双
葉
郡
の

復
興
の
た
め
に
と
に
か
く
色
々

と
教
え
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
。

「教
師
冥
利
」
を
噛
み
締
め

な
が
ら
。
（昭
五
五
卒
　
双
葉
支
部
）

一
年
前
、
瓦
礫

の
片
付
け

に

一　

文
科
省

で
は
、
放
射
能
教
育

康
　

　

一　

一
氏
ガ
て
ゴ
電

い
ュ
ｒ

‥

正

来
て
く
だ
さ
っ
た
沖
縄

・
九
州

一
を
加
え
て
き
た
。
原
発
事
故
後

関

本

征

司

る
。
虞
と
豊
か
さ
へ
の
憧
れ
を

子
ど
も
心
に
感
じ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
み
ん
な

貧
乏
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

「
ア
ト
ム
ズ
ｏ
フ
ォ
・ピ
ー
ス
」
の

名
の
下
、
道
の
奥
の
貧
困
地
だ
っ

た
村
里
に
、
降
っ
て
沸
い
た
金

の
な
る
木
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

二
月
十

一
日
の
翌
日
の
朝
、

避
難
指
示
が
出
た
。
み
ん
な
逃

げ
た
。
子
ど
も
達
も
県
内
外
全

国
に
散
っ
た
。
以
後
、
所
在
が

つ
か
め
な
か
っ
た
。
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
、
九

月
に
や
っ
と
三
春
の
地
に
富
岡

小
中
校
を
開
設
。
し
か
し
、
平

成
二
十
四
年
四
月
、
わ
が
町
小

学
校
の
入
学
式
は
な
か
っ
た
。

新
入
生
が
い
な
か
っ
た
。
テ
レ

ビ
で
、
記
者
に
聞
か
れ
た
在
校

生
の
一
人
が
、
ほ
ほ
を
赤
ら
め

な
が
ら
、
「来
年
は

一
人
で
も

い
い
か
ら
入
っ
て
ほ
し
い
。　
一

緒
に
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り

し
た
い
か
ら
」
と
、
憂
い
の
こ

そ
し
て
四
国
の
皆
々
様
に
少
し

一
子
供
も
賢
く
生
き
る
術
を
学
ば

で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

一
ね
ば
と
思
う
。
私
の
近
く
に
大

庫　
深
緑
の
苗
そ
よ
ぐ
畦
道
を
歩

い
と
、
家

に
戻

っ
た
数
人
と
手

一
変
な
喫
煙
者
が
お
り
ま
す
。
彼

韓
く
。
阿
多
多
羅

の
風
に
乗

っ
て
、

を
出
し

て
い
た
。

こ
の
時
、
他

一
も
放
射
能

で
人
生
成
茶
苦
茶

に

申
微
か

に

「
智
恵
子
抄
」

の
メ

ロ

県

ナ
ン
バ
ー
の
方
が
我

々
の
作

一
さ
れ
た
と
怒

っ
て
い
ま
す
。　
　
智
ア
ィ
が
聞

こ
え
る
。
懐
か
し
い
。

業

の
様
子
を
写
真

に
お
さ
め
た

一　

タ
バ

コ
と
放
射
線

で
相
乗
作

韓
　

そ
う
言

え
ば
、
土
曜

日
記
と

く
車

で
入

り
込

み
、
　
　
　

　
　

一
用

を
産

み
出

し

て
い
る

こ
と

な

車
い
う

の
が

あ

っ
た
。

あ

れ

は
ど

「頑
張
っ
て
ね
／
」
と
。
　
　
　
一
ど
毛
頭
な
い
。
喫
煙
を
例
に
出

導
う
な
っ
た
か
な
。
潰
れ
た
小
屋

ま

た
、

午

後

に
来

た
他

県

の

一
し

ま
し

た
が
、

改

め

て

こ

の
際

慕
の
下

に
埋

れ

て
し

ま

っ
た
か
。

も
っ
た
日
で
は
っ
き
り
述
べ
た
。

因
み
に
、
千
四
百
人
い
た
本

町
の
小
中
学
生
は
、
七
十
人
。

未
だ
県
外
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
子
が
四
割
、
五
百
人
。
行

方
が
定
か
で
な
い
子
も
い
る
。

″
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
、
遊
び

た
い
〃
打
算
を
持
た
な
い
小
さ

な
こ
の
子
の
ご
言
が
持
つ
意
味

は
大
き
い
。
ご
く
当
た
り
前
の
、

し
か
し
、
身
体
の
芯
か
ら
の
訴

え
の
よ
う
に
思
え
る
。
子
ど
も

達
に
罪
は
な
い
。
こ
の
子
達
の

今
と
、
将
来
に
ど
う
応
え
、
償

い
、
責
任
を
取
る
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
一
年
、
何
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。
否
、
傷
は
益
々
深

く
な
っ
て
い
る
。
心
の
余
震
は
、

よ
り
強
く
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

ど
う
生
き
る
か
。
こ
の
ま
ま
で

い
い
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
進

む
べ
き
道
が
見
え
な
い
。
自
身

の
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来

ず
、
前
へ
の
一
歩
が
な
か
な
か

踏
み
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
何

時
ま
で
も
、
不
条
理
を
嘆
き
、

神
の
怒
り
が
あ
ま
り
に
も
大
き

か
っ
た
と
悲
し
ん
で
い
て
も
お

ら
れ
ま
い
。
絶
体
絶
命
の
崖
っ

ぷ
ち
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
せ
め
て
子
ど
も
達
の

前
で
は
、
凛
と
し
た
姿
を
見
せ

た
い
も
の
だ
…
と
。

（昭
四
二
卒
　
双
葉
支
部
）

方
は
車
か
ら
降
り
て
パ
チ
リ
と
、
一
日
常
生
活
を
見
直
す
機
会
に
し
取
そ
う
だ
！
同
級
生
の
Ｋ
君
の
話

「
命

あ

っ
た
だ
け

で
も
良
．し
と

一
た

い
で
す
。
私
達

の
細
胞

は
、　
薙
を
国
記

に
書

い
た

の
は
あ

の
頃

し
な
く
ち

ゃ
」
と
囁

い
て
。　
　
一
内
外
を
問
わ
ず
他

の
物
質
と
接

慕
だ

っ
た
。

Ｋ
君

の
父
親

は
、
町

こ
の
二

つ
の
言
葉

は
、
我

々

一
し
傷

つ
き
、
癌
化
し
な

い
よ
う

朗
の
有
力
者
。

「
出
稼

ぎ
も
、

田

を
励
ま
し
に
発
し
た
と
思
う
が
、
一
修
復
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の

率
国
で
泥
ん
こ
に
な

っ
こ
ど
も
ね

そ
の
人
の
立
場
を
考
え
な
い
と

一
修
復
は
正
常
な
食
生
活
に
よ
っ
瀬
え
。
み
ん
な
ふ
ぐ
し
ぐ
な
っ
か

一
層
疲
れ
さ
せ

て
し
ま
う
。　
　
一
ン
ン
ン
轡
ン
観
ン
撤
ン
ン
ン

　

部
ら
」
「
爆
発
し
た
ら

こ
ま

っ
ぺ
。

近
所

の
方

々
と
朝

に
夕
に
交

一
ン
ン
ン
鸞
ン
醒
ン
ン
ン
ン
ン

　

幕
お
ら
ほ
は

一
山
三
文
だ
か
ら
仕

わ
す
会
話
は
、
今
思
う
と
と
て

一
ン
ン
ヽ
熙
熙
ン
ヽ
熙
熙
熙
熙

　

理
方
ね
え

の
か
」

「
爆
発
？
絶
対

も
大
事
な
価
値
あ
る
助
け
合
い

起
き
ね
ど
。
万

一
起
き
て
も
、

つ竣
「培矩翻頻
雅
難
一熙
犠
ン
ヽ
諸
蝶串擬
鮮
催
盟
弦航鋒

れ
た
」
「
一
層
あ
の
時
～
」
を

一
ン
ン
ン
ピ
蘊
轟
ン
●
ン
ン
ン

倒

幸
す
け
ね
え
。
ふ
ぐ
し
ぐ
な

っ
か

耳
に
し
ま
す
。
そ
の
方

の
命
は

一
ン
ヽ
諸
ン
鞠
ン
醒
鰯
ン
ン
ン
ン

　

中
ら
」
と
集
ま

っ
て
酒
飲
み
な
が

最
愛
な
る
家
族
に
支
え
ら
れ
て
、
種
轡
ン
醒
ン
【一一か
鹸
轟

ン
ン
ン
鱗
　

部
ら
話
し
て
い
た
大
人

の
神
話
？

あ
る
い
は
趣
味

・
特
技
を
身

に

一
ヽ
諸
欝
ン
響

簿
轡
ン
ン
ン
，

　

率
を
盗
み
聞
き
し
て
い
た
Ｋ
君

の

話
だ
っ
た
。
奇
妙
に
覚
え
て
い

つ
け
ら
れ
て
、
人
生
観
が
形
づ

一
遷
麒
ン
鰹
甲
ヱ
彊
醸
熙
ン
一一一麟
　
張
話
だ
っ
た
ｃ
奇
妙
に
覚
え
て
―′、

同窓吾峰会HP http://gohou.dousou.fukushima― u.ac.jp
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家屋内の放射線量測定結果表 ※国の基準0掬μSッhミ 去 の 除
 歪 警 学 乞 霞 T毒 小 冴 唇

題 心  ま 化 校 原

準聾装ギ発幸葬華塁ゴ肯斉i:i茎号毛モ善∠1晋経蕎番iきお里校てかィッ間中組なtじ芸啓見ヒ乳:当番実施期間 H24/2/12-3/5 除 染 方 法
測定場所 lo附 l m 天丼近く (測定機種名)

和室(1階)
本宮市S宅

032 043 掃除機、水拭き、
襟袖汚れ落 とし洗剤
(RADEX PRD 1503)じi30 101321

和室(1階)
日和国町N宅

022 ほうきで掃き、その後、布
粘着テーブを貼り、5分後
は力▼ (エアカウンター)

洋室(2階)
菜根K宅

033 ドライシートによる床応、
き、ウェットシートによる
床応、さ(サーペーメーター)■261 10Ⅲ321

物置場
富久山町T宅

水拭さで床4回(5分間隔、
l rn付近の数値は変動な
し(サーペーメーター)10146

放
射
線
量
の
現
実

森 i蕊 Ⅲ慕 Ⅲ 益 Ⅲ 燕 Ⅲ疑 、■益 十
畿                                                      ・

日||:13倉曇!::i暑!岳「|!:::唇暑看辱 |「:i:1害::;i2,曇岳ミ|!!il元'i::懇匿!!せ:こ,子:i量挙署暑は に紹 量 内 験 で ま庭 ど な

急を皇な旨貞七毒
ン。
曇整灸岳 栗:岳ど農雷鶴奮露硬墨緩 奨覆橋咎デ奮思ご彦の の 人 団

°
対 で か

電

驚

奎

・苺

ま

吾

窓

Ｅ

宮

奪

ｇ

Ｓ

頓

・摂

吾

盛

最

近

は

、

雲

に

隠

れ

全

貌

を

見

解は一一よ浦　郁　恵　申韓車”抑卵仰中せ帆ゆ”旺

暴
客
す
。
る
督
晶

率　
散

歩

し
な

が

ら

――
吾

口

雪

少

侍

，一Ｊ

Ｋ
く

ま

弔

丁

一
こ

ピ
ユ

圭

ユ

三

縮

山
市
原
子
力
災
害
対
策
直
轄
室

に
確
認
す
る
と
、
「様
々
な
条

件

に
よ

っ
て
放
射
性
物
質
が
屋

恭
　

退
職
し

て
八
年

に
な
る
が
、

内

に
存
在
す
る
こ
と
は
否
定

で

再
今
回

の
震
災

に
よ
り
町
役
場

の

き
な
い
が
、
大
半
は
屋
外

に
存

韓
移
転
先

の
隣

の
町
に
住
ん
で
い

在
す
る
放
射
性
物
質
か
ら
発
せ

慕
る
。
避
難
前
と
後

で
の
生
活
は
、

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
的
住
む
所
と
家
を
失
っ
た
が
、
そ

の
飛
散
距
離
は
、　
一
〇
〇
ｍ
、　
準
れ
を
除
く
と
あ
ま
り
変
化
は
な

八
Ｏ

ｍ
、
六
Ｏ

ｍ
な
ど
学
者

に

慕
い
。
朝
決
ま

っ
た
時
間
に
起
き
、

よ

っ
て
違
い
が
あ
り
、
障
害
物
、
部
そ
の
国
の
気
分

に
合
わ
せ
て
気

温
度
等

の
条
件

で
違
い
が
出

て

韓
ま
ぐ
れ
に
道
を
と
り
、
散
歩
を

く
る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

【
す
る
。
震
災
前
は
、
海
を
見
な

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後

の
課

部
が
ら

の
散
歩

で
あ

っ
た
が
、
今

題

は
、
各
家
庭
だ
け

で
な
く
地

中
は
山
脈

（
や
ま
な
み
）
を
見
な

域
が
協
力
し
、
屋
外

の
本
格
的

高
が
ら

の
散
歩

で
あ
る
。
海
と
山

な
除
染
が
必
要
と

い
う

こ
と

で

韓
で
は
大
き
な
違

い
が
あ
る
が
、

す
。
市

で
は
、
「
郡
山
市
ふ
る
さ

義
ど
ち
ら
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
心
が

と
除
染
計
画
」
を
策
定
、

モ
デ

Ｈ
落
ち
着
く
ひ
と
時
が
あ
る
。
春

ル
地
域
を
決
定
し
、
除
染
に
取

韓
先
は
、
北
西
の
方
角
に
見
え
て

り
組
ん
で
い
ま
す
。
（昭
三
三
卒
）
お
い
た
安
達
太
良
の
山
並
み
は
、

紺

野

廣

光

来
る
か
ど
う
か
は
未
定
で
あ
る

が
、
至
る
所
に
青
山
あ
り
の
気

持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

時
々
、
わ
が
郷
里
の
未
来
を

思
う
時
が
あ
る
。
以
前
あ
っ
た

住
宅
地
は
頑
丈
な
防
波
堤
と
緑

地
帯
に
変
わ
り
、
低
地
は
今
の

ま
ま
の
平
地
か
或
い
は
一
部
メ

ガ

・
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に
な
り
、

海
か
ら
ニ
キ
ロ
離
れ
た
大
平
山

の
高
台
は
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

公
園
に
は
津
波
と
原
発
の
事
故昨年4月6日自宅付近から宮古湾を臨む今年の 6月 上と同じ場所
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二
月
十

一
日
の
突
然
の
大
震

災
に
よ
り
、
津
波
が
学
校
周
辺

の
約
ニ
メ
ー
ト
ル
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
。
幸
い
に
も
、
学
校

が
高
台
に
あ
り
、
津
波
の
被
害

は
受
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
地

震
に
よ
る
校
舎
の
損
傷
も
、
少

な
く
て
す
ん
だ
。
何
よ
り
も
嬉

し
い
の
は
、
地
域
の
消
防
団
が
、

細
や
か
に
情
報
を
発
信
し
て
く

れ
た
お
陰
で
、
四
百
七
十
四
名

の
児
童
が
、
全
員
無
事
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
津
波
に
よ
り
、
三

割
以
上
の
家
が
床
上
浸
水
以
上

の
被
害
を
受
け
、
現
在
も
、
百

名
以
上
の
児
童
が
、
仮
設
住
宅

等
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校

に
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
習

用
品
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
困
っ

て
い
た
が
、
全
国
の
方
々
よ
り
、

習
字
道
具
、
裁
縫
道
具
等
の
学

用
品
を
次
々
に
送
っ
て
頂
き
、

学
校
再
開
ま
で
に
は
、
ほ
と
ん

ど
揃
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
全

国
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
に

は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

放
射
線
量
も
、
学
区
内
は
か

な
り
低
い
状
況
に
あ
り
、
市
、

保
護
者
の
協
力
の
も
と
、
除
染

活
動
を
行
い
、
震
災
前
の
よ
う

な
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
、
強
く
、
運
し
く

生
き
て
い
け
る
力
を
つ
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（昭
五

一
卒
　
相
馬
支
部
）

※
本
文
は
、
「福
島
県
青
少
年
赤

十
字
相
双
地
区
賛
助
奉
仕
団
会

報
第
八
号
」
よ
り

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校
長

　

答
Ｈ
　
野
理
　
シ
す
　
訂
中

復
興
に
向
か

っ
て

鱗 鞭 鞭 鱗 鞭 鶴 鶴 鞭 鞭 鶴 鞭 鱗 鞭 鶴 鶴 鶴 鶴 鞭 饉 畿 畿 籠 畿 畿 醸
鰻

福島大学人間発達文化学類同窓吾峰会        醸

研 究 奨 励 事 業 研 究 募 集 要 綱 細 則      畿

平成23年7月 9日改定 韻

)学術論文等の内容、体裁、形態等         鶴
司容                      畿
こ内容の計画段階のものでなく、ある程度まとまったも議

鱒 :胚 〕盆携 練 縦 継 勢 捧 ぢ、鶴
力金、助成金、補助金等を受けた年度から、 2年以内の 寵
)。                                                 餞

];:岳8,]卜
が!レ曾|テ子告〔
箕:昌増彗号]夕S,各曹'S者督'I書旨忍暑景「島

盤

盤星倍ンン鰹雛騒慾量畿
すること。また、添付資料は厳選し、必要最小限にと醸
こと。                       韻

楊讐畳骨格≧暑暑雪骨!]塩 雪魯書」1は 本部事務局 盤
1票(ひな型をコピーしたものでよい)を 受け取り、必 鹸

率は、会員から提出された応募票及び研究物を取りまと

れぞれに支部長の推薦理由を付し、推薦者の職 ・氏名を

、職印を押して 9月 30日迄に吾峰会事務局 (福島大学街
ランチ舟場内)に 送付すること。

者の場合、上司の推薦があった場合でも上記(1)、(2)の手
とること。
動の日時が土曜日またL十日曜日にあたる場合は、翌週の

を締切日とする。
表彰式、返却等

侯補選考は10月初旬に人間発達文化学類長に依頼し、そ

を12月下旬に受領する。

呑受賞者を対象とした研究奨励事業表彰式を吾峰会事務
マヽて 1月下旬に開催する。

ｒ

に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
仮
設

の
あ
る
高
台
か
ら
被
災
し
た
地

区
に
下
り
れ
ば
、
基
礎
だ
け
の

町
並
み
が
広
が
り
、
そ
こ
に
新

し
い
電
柱
と
雑
草
が
生
い
茂
る

だ
け
で
す
。
瓦
礫
は
片
付
き
き

れ
い
に
な
っ
て
も
、
元
の
生
活

に
戻
れ
る
の
は
一
部
の
人
だ
け

で
す
。
多
く
は
新
し
い
生
活
を

長
い
時
間
を
か
け
て
確
保
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
家
族
は
修
理
し
た
自
宅

に
戻
る
予
定
で
す
。
そ
れ
な
り

に
き
れ
い
に
な
っ
た
部
屋
を
見

れ
ば
、
早
く
家
に
戻
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
津
波
の
恐
怖
も
あ
り
、
近

所
の
人
の
居
な
く
な
っ
た
元
の

地
区
で
生
活
で
き
る
の
か
と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
そ
ん
な
不
安
を
押

し
殺
し
、
前
を
向
い
て
生
活
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
つ
か
、
苦
し
か
っ
た
震
災
当

時
の
事
を
、
過
去
の
出
来
事
と

し
て
語
れ
る
時
が
来
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

（平

一
六
卒
　
山石
手
県
支
部
）

鶴 ′“、研墾2夢墾は4α分蟹生4盆OLゥ最畿(2)体義「諺恙等

議 発 達文化学類長に依頼して行う。  鶴   ~だ し、教育実践研究の場合は不要である。

轡  掲
グループ)1件につき副賞10万

餞騒  霧冒揮亀話会留2をき億委塞た暦終蟹岳&貿
0晶
髪墨苫蕃啓冒盤

:雪客畠綜曇務畳

爾雰銘只併奮[ど 『

｀り十九感日は⊂り

畿
)研究の将来展望                 畿
)研究が学校教育、社会教育等に対して果たす役割。た 議

平
成
二
十
三
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
募
集
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

今
年
度
は
、
募
集
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
左
記
の
と
お
り
募
集
要
綱
と

細
則
を
検
討
し
、
決
定
し
た
。
締
切
が
早
く
な
っ
た
こ
と
に
注
意
〃

畿罐鹸般翻赫般ン翻鹸キン痘ン影ン鹸畿鹸ン畿鹸鹸旗鹸ン課赫惣鹸ンンン鹸鹸返却する。            :
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このたび は、須 賀 紀 一 支 吉「長 様 にお いで
いただ き、賀 寿 のお祝 いをいただ さま した
こと、大 変 あ りが た く感 激 いた してお りま
す。吾 峰 会 の皆 様 方 に心 よ り感 謝 申 し上

ど蓉隆ポ社!でま忌ミSど蒼サ戴 雪侯
方の益 々のこ健勝 とこ活躍 をお祈 り申 し
上 げます。

趣味として短歌を若い時代より書
いており、「新 しさ明国」の書名で本
を出版されておりました。本の中か
ら一首「九十五歳を迎えし恩師に電
話する平和を共に生さるあかしにJ

ご本人は入院加療中とのことで、
評議員の田中進様よりお嫁さんへ
お渡ししてお願いしてきました。

丹

治

キ

ン

様

（督

）

菅

野

全

巳

様

爺
〕

渡

邊

紀

位

様

委
達

義
製
稲
菊
長

寿

減

ご

吾

ぼ

ま
す

矢

部

元

良

離体
（束
白川
）

大
る
参
に

あヽ
持
み

さ
に
力
し

歩
内
二
楽
却帥け韓と。

しヽた。峡懲
∝

く
し

一
に
と

憶無ル輔剰

や
元
ケ
週
い

つ
お
イ
毎
て

肌
変
デ
で
し

渡

辺

政

枝

様

爺
〕

和

気

十化
様

↑
わ己

自宅を訪問 し、本人に賀寿状 と記
念品をお渡 ししました。「趣味の折
り紙や書やクロスワー ドパズルなど
を嗜み、手や頭を使うことが長寿の
秘訣だ。Jとのことでした。

政枝様 は現在施設で介護を受けて
おられ、直接お渡 しすることカミでき
なかったので、ご家族 にお渡 しいた
しました。こ家族のお話ですと、自分
と教育には大変厳 しい人であったが、
家族はそんな母を尊敬 していますと
お話 してくださいました。

鎌

田

　

久

様

爺
〕

先

生
は
お
元
気

で
、
勤
務
さ
れ
た
学

校

の

様
子
な
ど
も
詳
し
く
説

明
し
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
楽

し
そ
う

で
し
た
。
中

田

日
出

彦

支
部

長
が
、
小

学
校

に
入
学
し
た
と
さ
に

は
、
鎌

田
先

生
が
勤

務

し

て
い
た
こ
と
も

分
か
り
、
和

や
か
な

一
時

を
過
ご
す

こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

園
木
登
美
子

様

容
じ

木
村
ミ
ヨ
子

様

（い雪
）

自宅を訪問 し、本人に賀寿状 と記
念品をお渡 ししました。「一生に一

度のことなのに、息子さんのお嫁さ
んが同席出来なくて残念。近くのスー

パーに買い物に行くのが楽 しみ。」と
のことでした。

山ノ内副支部長と穴澤事務局長が
ハーモニーあいづを訪問し、喫茶コー

ナーで伝達を行いました。言葉も
明瞭で立派な御礼の言葉をいただ
さました。充実 した毎日を送ってい
るとのことでした。

搬  ‐                                                                                                                                                                ‐1lillililtヶサIヽヽj+1lililii:||||‐

1960年代 大 烏中学校教員有志

阿部昭生 菅 野悦雄 山 田容子 丹 治英雄

教
え
子
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て

阿

部

昭

生

今
年
の
三
月
中
旬
、
五
十
年

前
の
職
場
の
同
僚
た
ち
と
作
品

展
を
行
っ
た
。

元
飯
坂
町
立
大
鳥
中
学
校
の

若
も
の
教
師
仲
間
だ
っ
た
菅
野

悦
雄
さ
ん

（昭
三
六
卒
）
（絵

画
）
、
丹
治
英
雄
さ
ん

（昭
三

七
卒
）
（写
真
）、
山
田
容
子
さ

ん

（陶
芸
）
と
私

（書
道
）
の

四
人
で
、
会
場
は
、
ふ
く
し
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
だ
っ
た
。
当
時
の

教
頭
だ
っ
た
片
平
太
吉
先
生
に

は
、
南
画
の
賛
助
出
品
で
華
を

添
え
て
頂
い
た
。

こ
の
作
品
展
の
ね
ら
い
の
一

つ
は
、
こ
の
大
震
災
で
苦
労
し

て
い
る
教
え
子
た
ち
を
激
励
す

る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
教
え

子
た
ち
も
、
今
は
還
暦
前
後
と

な
り
、
家
族
や
地
域
の
担
い
手

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
未
曾
有

の
大
震
災
の
渦
中
で
、
様
々
な

困
難
に
振
り
回
さ
れ
、
苦
労
し

て
い
る
だ
ろ
う
と
案
じ
、
励
ま

し
て
や
り
た
い
と
考
え
た
。

趣
味
で
制
作
し
て
い
る
拙
い

作
品
を
持
ち
寄
っ
た
さ
さ
や
か

な
作
品
展
で
あ
っ
た
が
、
地
元

新
聞
社
が
取
材
報
道
し
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
六
日
間
の
開

催
期
間
中
は
大
勢
の
教
え
子
た

ち
で
賑
わ
っ
た
。

何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
、
立
派
な
大
人
に
成
長
し
た

教
え
子
た
ち
の
姿
で
あ
る
。
震

災
の
苦
し
み
に
も
め
げ
る
事
な

く
頑
張
っ
て
い
る
運
し
い
姿
に
、

私
た
ち
の
方
が
大
き
な
力
を
貰

う
こ
と
が
で
き
た
。

教
え
子
た
ち
を
励
ま
す
ね
ら

い
の
こ
の
企
画
は
、
逆
に
私
た

ち
の
方
が
励
ま
さ
れ
た
と
感
激

し
て
い
る
。
教
師
冥
利
に
尽
き

る
作
品
展
で
あ
っ
た
。

（昭
三
二
卒
　
福
島
支
部
）
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鋸
歳
趨
難
後
も
議
く

歳機　ヽユふコ》　韻鞭鞭ゆ舛鞭姓鞭妙洩嬢綾　嬢嬢紳療鞭療故ネ簾韓癖犠

鹸
の

設
鵡
一々だ
与一ン
ン
ン

Ｆ

ｉ捧占恥
犠

韻
畿
発
の
憲
奉
絵
籍

で
も
総
轟
翁
翻
捧

に
続
翁
慈
寵
さ
ん

二
〇

一
二
圭
丁
二

一　
福
島
民
報
よ
り

届勇

機綾
止
裁
警
韻
騰
韻
代
畿

一醸
森
人
親
赦
額
機
譲

麟
畿
議
綾
輝
寵
す
”
金
や

一
韻
、
簿
ン
が
ン
旗
畿
炊

挙
醸
韻
類
鶴
鱗
の
代
譲
館

轟
ぱ
撫
、
鱗
寵
簿
の
議
轟

幾
輩
譲
嬢
わ
施
久
鶴
嬢
鶴

襲
韻
韓
牟
ぼ
ヤ授
欝
寵
ｒ
務

ぽ
レ
ジ
タ
換
裁
等
、
騒
轟

共
韓
張
◇
点
夫
譲
轟
畿
癒

嬢
赦
犠
犠
甑
畿
へ
の
毅
歳

綾
館
惨
旗
綾
姓
傘
　
や醸
轟

紙
鱗
て
誓
犠
も
々
な
ゃ
鞭

盤
で
轟
轟
惨
輩
る
」
ゃ

（以
下
略
）

姦 r……… 量

癒
り
で
纏
轟
題
轟
遷
わ

議
で
嬢
外
種
住
強
鋳
讐
嬢
覇
譲
彰

一療

（前
略
）

汐
善
ス
綾
、
鐘
雑
籟
轟

わ
て
い
る
騒
鶴
夫
畿
故
轟

の
期
藤
縄
久
畿
麟
が
翻
静

鱗
ゆ
幾
寵
惨
な
等
　
神藤
く

や
っ
な
林
金
綴
轟
館
受
鬼

ら
れ
、
接
―
ム
埴
寵
轡
鶴

幾
誓
譲
携
験
っ
な
轟
鞭
観

鱗
◇
憲
藤
が
譲
額
練
い
が

込
み
故
が
、
久
醸
籟
轟
韓

犠
縛
稜
鹸
わ
督
鹸
い
た
。

記
福
載
記
６

ラ
督
福

〇

　

　

　

〇

翔
総
さ
ん
盛
鹸
）
を
統
絹

策

宰
裁
二
十
重
筆
度
の
農

外
穣
僅
競
鋳
議
期
響
表
影

を
費
け
た
登
泰
絵
海
幾
壌

の
話
宏
鶏
総
懸
鞭
さ
ん

貧
犠
――
襲
襲
離
擦
稜
視
う

余
は
量
十
線
、
襲
察
赫
議

鐘
の
襲
療
プ
リ
ン
ス
泰
安

ル
で
議
か
れ
た
。

平
成
二
十
四
年

五
月
二
十

一
日

福
島
民
報
よ
り

鶴
練
で

一
寵
の
糠
進
桂
韻

ら
鵜
ぬ
憲
ん
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新
た
な
出
会
い
の
中
で

田
村
市
立
美
山
小
学
校
長
　

大

舟

木

　

茂

　

夫

初
夏
を
迎
え
、
北
階
段
の
法

面
を
飾
る
校
名
の
花
文
字
が

一

層
鮮
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
新
任
校
長
と
し
て
着
任

し
た
田
村
市
立
美
山
小
学
校
は
、

北
に
秀
峰
移
ヶ
岳
、
南
に
方
曽

根
山
を
望
み
、
ま
さ
に
美
山
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
あ
り

ま
す
。
今
年
で
創
立
百
三
十
九

年
を
数
え
ま
す
が
、
現
在
の
校

舎
は
平
成
十
二
年
に
新
築
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
図
書
室
、

全
校
生
が

一
同
に
会
食
す
る
食

堂
等
を
備
え
、
「
田
村
杉
」
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ぬ
く
も
り

の
あ
る
建
築
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
校
児
童
七
十
七
名
が
十
二

の
登
校
班
に
分
か
れ
、
嬉
々
と

し
て
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
片
道
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
歩
い
て
通
学
す
る
児
童
も

い
ま
す
。
特
に
あ
い
さ
つ
が
す

ば
ら
し
く
、
朝
夕

「お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
「
さ
よ
う
な
ら
」

が
校
舎
内
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。

ま
た
、
話
を
聞
く
態
度
も
立
派

で
、
話
の
前
後
の
お
じ
ぎ
も
全

員
が
き
ち
ん
と
や
り
ま
す
。
素

直
で
何
事
に
も

一
生
懸
命
取
り

組
む
子
ど
も
た
ち
に
、
大
き
な

感
動
と
校
長
と
し
て
の
使
命
感

を

一
層
強
く
さ
せ
ら
れ
た
三
ヶ

月
で
し
た
。

田
村
市
で
は
、
「あ
い
さ
つ
、

返
事
、
時
間
を
守
る
、
く
つ
を

そ
ろ
え
る
…
」
等
基
本
的
生
活

習
慣
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
「田
村
っ
子
の
ル
ー

ル
ー０
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ
た
り
前

に
思
っ
て
行
動
で
き
る
児
童
生

徒
を
育
成
す
れ
ば
、
学
校
教
育

の
目
標
で
あ
る

「確
か
な
学
力
」

「豊
か
な
心
」
「健
や
か
な
体
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
か
つ
高
い

レ
ベ
ル
で
到
達
が
可
能
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

教
育
理
念
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

本
校
児
童
を
み
て
み
ま
す
と
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
等
、
基

本
的
な
躾
は
大
分
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

い
か
に
し
て
質
の
高
い
学
び
や

心
に
届
く
自
然
体
験

。
社
会
体

験
、
道
徳
教
育
等
を
施
し
て
い

く
か
、
ど
の
よ
う
に
家
庭
や
地

域
と
連
携
し
て
い
く
か
が
大
事

美 しい山々に囲まれた校舎

岳讐雰否言8言う魯覇瓦足傷曇傘蜃畳曾雷畳

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
徐
々
に
成
果
が
現
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
戦

略
を
職
員
と
大
い
に
語
り
合
い
、

一
歩

一
歩
確
実
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（昭
五
五
卒
　
田
村
支
部
）

が
で
き
る
ほ
ど
で
す
。　
一
の
梅
を
生
か
し
た

「梅
ロ
ー
ド
」、
車
り
に
目
を
落
と
し
て
い
る
と
き
は

年
度
は
、　
一
人

の
入
学
生

一
紅
白

の
梅

の
花
々
が
良

い
香
り

韓
そ
の
美
し
さ
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
行

一　
毎
日
校
庭
を
見
回
っ
て
い
る
車
者
の
方
々
に
、　
気
が
つ
く
と

す
。
大
田
地
区

に
伝
わ
る

一
と
、
知

っ
て
い
る
は
ず

の
植
物

串
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と

田

や

ぐ

ら

太

鼓

」

を

、

保

一

の

成

長

の

過

程

は

こ

れ

ま

で

見

守

・…

報

Ｈ

「
資

…

富

卓

宮

草

驚

三

驚

‥

！．苺

意

の
み
な
さ
ん
の
手
ほ
ど
き

一
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付

新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て

い
わ
き
市
立
白
水
小
学
校
教
頭

今
年
四
月
、
教
頭
と
し
て
い

わ
き
市
へ
赴
任
し
た
。
初
め
の

二
週
間
ほ
ど
は

「教
頭
先
生
。」

と
声
を
か
け
ら
れ
て
も
自
分
の

こ
と
と
は
気
付
か
ず
に
返
事
が

窯

呂

輩

言

宮

総

宮

、

電

貫

‥

蕗

貫

‥

窪

宮

‥

罵

・ヨ

‥

既

・ヨ

‥

怒

・・‥

熊

・置

Ｓ

苺

・議

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

。

日

々
楽

し

み

に

郡
山
市
立
大
田
小
学
校
教
頭
　
折
夕
　
太
午

り
の
た
め
に
、
函
　
本
校
は
国
宝

「白
水
阿
弥
陀

一ち
込
ん
で
、　
恐
堂
」
か
ら
車
で
三
分
ほ
ど
走

っ

り
切
っ
て
踊
っ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
緑
に
囲
ま
れ
た

一た
。
校
庭
が

幕
学
校
で
あ
る
。
五
月
の
芽
吹
き

・し
た
。　
　
　
ｗ
の
頃
、
山
々
が

一
斉
に
新
緑
の

，に
紹
介
さ
れ
串衣
を
纏
い
、
抜
け
る
よ
う
な
い

。
名
木
が
た
ヽ
わ
き
の
青
空
と
相
ま
っ
て
本
当

・。
地
域
特
産

準
に
美
し
い
。
机
上
の
書
類
ば
か

サ

ぉ

ォ

尼

益

ャ

ぅ

―

、

　

本

　

一
６

〓
〓
共

↓

ノ

‐梅
ロ
ー
ド
」、
車
り
に
目
を
落
と
し
て
い
る
と
き
は

が
良
い
香
り
中
そ
の
美
し
さ
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

、
町
の
あ
ち
燕
　
こ
の
立
場
に
な
っ
て
最
近
思

な
桜
が
里
の
崇
う
フこ
と
は
、
自
分
自
身
が
感
謝

三
春
町
の
郎
の
言
葉
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
っ

４
く
で
す
。
　
韓
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
校

ギ
ス
、
ガ
ビ
縦
内
で
は
校
長
先
生
を
は
じ
め
各

脚
げ
報
銃
湘
串
戦
性
嚇
航
ダ
統
朝
ｋ
都
球
韓
詫

恐
校
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
業

Ｅ
Ⅸ
田
月

Ｐ
ｐ
立

口

英

昭

感
謝
の
意
を
伝
え
て
い
る
。
学

級
担
任
と
し
て
子
ど
も
と
向
き

合
っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し

て
、
学
校
が
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

新
た
な
立
場
で
学
校
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
私

自
身
の
視
野
が
広
が
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
も
学

校
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
に
感

謝
し
な
が
ら
、
本
校
が
地
域
に

開
か
れ
た
楽
し
い
学
校
で
あ
り

続
け
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
た
い
。

新
米
教
頭
と
し
て
、
ま
だ
ま

だ
仕
事
も
お
ば
つ
か
な
い
自
分

で
あ
る
が
、
十
名
の
元
気
あ
ふ

れ
る
子
ど
も
た
ち
と
七
名
の
教

職
員
の
た
め
に
、
校
長
先
生
の

意
を
体
し
て
真
摯
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（昭
六

一
年
　
い
わ
き
支
部
）

地域の人たちと一緒に運動会
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三
度

日

の
正

直

吾
峰
会
報
第
一
二
六
・七
号
に
関
わ
る
こ
と
な
ど

道
　
山
　
昭
　
次

三
度
目
の
正
直
と
い
う
こ
と

ば
が
あ
る
。
私
は
吾
峰
会
報
の

愛
読
者
で
あ
る
一
老
宅
の
ひ
と

り
。　
〓

王
合
百
を
さ
っ
と
覗
い

て
、
そ
の
今
日
的
な
鮮
や
か
な

編
集
ぶ
り
に
感
服
し
た
。
私
の

孫
よ
り
も
若
い
女
子
学
生
さ
ん

た
ち
の
走
る
英
姿
が
ま
ぶ
し
く

写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
古
い
戦

前
の
福
師
卒
の
私
に
は
考
え
も

及
ば
な
い
時
代
差
で
あ
る
。
さ

て
、
こ
の
戯
文
が
光
輝
あ
る
吾

峰
会
報
に
採
用
さ
れ
る
か
ど
う

か
。
な
ど
と
、
ど
こ
か
で
聞
い

た
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
台
詞
み
た
い

な
ふ
ざ
け
こ
と
ば
、
実
は
一
二

六
号
の
最
終
ペ
ー
ジ
、
室
口峰

ギ
ャ
ラ
リ
ｌ
ｉｎ
一
二
六
号
」
の

中
の

「
Ｔ
子
さ
ん
」
油
絵
五
〇

号

（昭
和

一
三
卒

・
双
葉
支
部

志
賀
ヨ
シ
さ
ん
）
の
作
品
に
い

た
く
感
動
し
た
こ
と
。
Ｔ
子
さ

ん
と
い
う
若
い
女
性
の
モ
デ
ル

の
上
品
で
、
豊
満
な
全
姿
が
、

余
す
と
こ
ろ
な
く
活
写
さ
れ
て

い
る
。
誤
解
を
ま
ね
く
こ
と
を

怖
れ
、
特
別
に
私
が
若
い
女
性

像
を
好
む
と
思
わ
れ
て
は
困
る
。

本
音
を
言
う
と
、
こ
の
絵
を
描

い
た
志
賀
ヨ
シ
さ
ん
と
い
う
私

■轟 H線 Ⅲ 轟 ■ 贔 ,轟 ■ 懸 Ⅲ 姦 い 轟 に 轟 Ⅲ 森 中 轟 ヽ 姦 ■ 轟 ふ
鶴

「続

私
の
南
会
津
植
物
誌
」
発
刊
に
寄
せ
て

容
！員
か
ら
の

！！

！　

お

た

よ

り

の
見
識
ら
ぬ
作
者
は
、
何
と
満

九
二
歳
、
し
か
も
そ
の
作
品
の

高
い
完
成
度
に
驚
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
方
は
む
か
し
の
女
子

師
範
卒
。
私
に
と
っ
て
、
福
島

市
の
松
齢
橋
の
ほ
と
り
に
女
子

師
範
が
あ
っ
た
。
た
だ
そ
れ
ぐ

ら
い
の
記
憶
。

そ
の
二
、
同
員
の
力
丸
丈
夫

氏
の
里
遠
望

（長
沼
）
に
も
感

動
し
た
。
（昭
和
四
六
卒
　
山石

瀬
支
部
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に

氏
は
私
と
支
部
を
同
じ
く
す
る

（岩
瀬
支
部
）
で
あ
る
。
輝
か

し
い
教
職
歴
を
お
持
ち
の
方
。

昭
和
四
六
卒
と
あ
る
か
ら
ま
っ

た
く
面
識
も
な
い
。さ
て
、
フし
の
お

二
人
を
採
り
あ
げ
た
の
は
、
実

は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
三

・
一
一
に
関
わ
り
の

こ
と
。
志
賀
さ
ん
は
双
葉
支
部
、

あ
る
い
は
大
津
波
、
ま
た
は
原

発
の
被
害
を
。
力
丸
氏
は
長
沼
、

こ
れ
も
須
賀
川
市
に
入
る
が
、

藤
沼
湖
の
崩
壊
で
死
者
十
名
、

行
方
不
明

一
名
。
あ
の
日
か
ら

も
は
や
一
年
も
過
ぎ
る
。
し
ま
っ

た
と
思
っ
た
の
は
、
吾
報
二

一

七
号
が
届
い
た
こ
と
で
あ
る
。

新
聞
や
Ｔ
Ｖ
の
情
報
に
よ
る

と
、
福
島
や
郡
山
の
小
中
学
校

の
表
土
を
夏
休
み
を
利
用
し
て

放
射
能
の
汚
染
か
ら
除
去
す
る

作
業
が
続
い
て
い
る
と
聞
く
。

も
は
や
老
宅
の
私
ご
と
き
関
知

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
現

職
の
先
生
方
の
ご
苦
労
を
思
う
。

な
ど
と
要
ら
ざ
る
お
と
な
の

作
文
、
つ
ま
り

「吾
峰
」
誌
は
、

会
員
同
志
２
父
流
の
場
で
も
あ
っ

先
に

「私
の
南
会
津
植
物
誌
」

を
発
刊
し
た
の
は

一
九
九
八

（平
成
十
）
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
節
は
母
校
福
島
大
学
教
育
学

部
同
窓
吾
峰
会
よ
り
平
成
十
年

度

「研
究
奨
励
賞
」
を
受
賞
し

た
。
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
共
に

有
り
難
く
、　
一
層
の
励
み
と
な
っ

た
。
そ
れ
か
ら
既
に
十
二
年
を

経
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
新
た

な
発
見
や
作
っ
た
標
本

・
見
聞

き
し
た
多
く
の
情
報
も
沢
山
溜
っ

歌

川

義

男

た
の
で
、
こ
の
度

「続
編
」
と

し
て
本
書
を
刊
行
し
た
。
写
真

を
主
に
全
体
を
四
部
に
分
け
て

構
成
し
た
。
第

一
部
は
南
会
津

産
の
植
物
標
本
写
真

（
モ
ノ
ク

ロ
で
七
二
九
枚
）
で
、
首
都
大

学
東
京
牧
野
標
本
館
に
寄
贈
し

た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。な
第
二

里
会
津
と
牧
野
標
本
館
を
加
え

た

（
モ
ノ
ク
ロ
と
カ
ラ
ー
で
二

三
二
枚
）
。
第
四
部
は
地
域
別

に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
処
で
得
た
研
究
や
体
験
・

習
俗
習
慣
な
ど
、
特
色
の
あ
る

思
い
出
を
文
章
に
ま
と
め
た
。

前
回
の
著
作
は
植
物
目
録
が

主
で
、　
一
般
の
方
々
に
は
や
や

馴
染
み
薄
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
今
回
は
写
真
集
に
し
て
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
と
考
え
た
。

特
に
好
奇
心
の
旺
盛
な
子
ど
も

時
代
こ
そ
、
身
近
な
自
然
の
中

で
五
感
に
訴
え
て
生
き
物
に
触

れ
さ
せ
た
い
。
そ
こ
か
ら
得
た

驚
き
や
興
味

・
知
識
と
な
っ
た

喜
び
、
そ
れ
こ
そ
が
教
育
の
目

指
す
生
き
た
生
命
尊
重
や
自
然

保
護

・
郷
土
を
愛
す
る
心
が
育

つ
元
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
気
持
ち
か
ら
、
先
ず
は

南
会
津
郡
全
域
の
小

・
中

・
高

校

・
図
書

（公
民
）
館
と
、
ふ

る
里
の
会
津
美
里
町
に
も
同
様

に
寄
贈
し
た
。
学
校
教
育
の
上

で
ま
た
生
涯
学
習
の
伴
侶
と
し

て
、
何
ら
か
の
お
役
に
立
つ
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
喜

び
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（昭

一
九
卒
　
東
京
支
部
）

部
は
変
化
に
富
ん
だ
南
会
津
の
壌
吾
臨

備繁離乳難
（るが形嚇韓魏勁
韓
会
報
ゴ
田峰
二

一一八
号
を
読
ん
で

近
　
一騰
　
博
　
之

四
枚ヽ
キ

第

部
ヤま
思
い晰。私

翻 用
の表紙
岩

◎
絆
特
集
は
、
ク
リ
ー
ン
大

ヒ
ッ
ト
で
し
た
。
不
易
な
る
絆

の
姿
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。①
の
吾
妻
連
峰
の
雄
姿
、
写

真
で
は
な
く
作
品
だ
と
思
い
ま

し
た
。
編
集
後
記
に
撮
影
者
の

お
名
前
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

（昭
三
六
卒
　
福
島
支
部
）

（二
四
・
二
・
一
八
働

郵
便
は
が
き
）

て華
一華
欲
雛
、森嬢
経
後
の埋

幹率私頓涼棟難頒雑修勧。・韓期離の。姦繭醐砂覇鑓Ｆ唯輔

鱒
倖
一先とコぼ釧雛討嶋柳
理
款
酢
非韮
つの

だければ幸い。国く三度目
雨た
（また人々
の努力によっ

の
正
直
。　
　
　
　
　
　
　
　
薙
て
残
さ
れ
た
）、
掛
け
替
え
の

（福
師
第

一
部
　
昭
二
二
卒
　
斑
無
い
豊
か
な
自
然
と
文
化
遺
産
。

・匿「害・聾・遷≡馨・警，穫一番一督中坊輸響慕”抑ギ・捧舷一″」学崎″Ｆ呼赫Ψ何滓ヤ赫帥押仰
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番号 支部名 支部長名 副 支部 長 名 事 務 局 事務局長名 評議員名 会員数

栗 原 藤原  諭 高橋 孝 夫 ・佐々木孝子

T981-2302宮 城県伊具郡丸森町大張川張字宮田25

丸森町立大張小学校
a0224-75-2121  F2代X0224-75-2137

遠藤  実
藤原  諭
佐々木孝子

本 吉 内海 輝幸 荒川  進 ・齋藤
〒9880141宮 城県気仙沼市松崎柳沢186

気仙沼市立松岩中学校
を■0226-22-7158  F2生X0226-22-7159

枢木 喜 一
菅原
豊田
夫
裕
輝
康

古  川 菅原 利之
菅原 清 志 ・藤木 伸 生
江田 正 徳 ・児玉 輝 夫

〒9870003宮 城県遠田郡美里町
南小牛田字石神53

a0229-32-3492  F2 Xヽ0229-32-3492
佐々木勝男

菅原 利 之

佐々木勝男

山 形 堀  泰 治 矢口  勲
〒9921443山 形県米沢市大字笹野1101

山形県立米沢興譲館高等学校
を■0238-38-4741  F7生X0238-38-2531

猪俣 幸
一 辺
野
渡
小
俊三

昭夫

千  葉
夫

男

博
睦

屋
沢
森
長

・横山紘次郎
〒2730123千 葉県鎌ヶ谷市

南初富21422
a0474-45-0755

宝玉 恒 雄 森屋 博 夫

新  潟 白井 民司 堰  勝 弥

〒9502044新 潟県新潟市西区
坂井砂山四丁目9-11

ぞ■025-269-4022  F2生》〔025-269-4022
松井  等

司
等
民井

井
白
松

愛 知 伊勢呂彰治 大高 和 人 ,盛   浩 一
〒4910903愛 知県一宮市

八幡四丁目197-708
で10586-43-7284  F2生D(0586-43-7284

山田  稔
伊勢呂彰治
山田  稔

岩手県 小野寺 寛 浅沼 清 昭 ・高橋 一 男
〒0230828岩 手県奥州市水沢区

東大通り1-730
60197-24-5147  F2生X0197-24-5147

本多柏一郎
小野寺 寛
本多柏一郎

北海道 市澤  豊 菊地 磯夫

〒002-8071札幌市北区あいの里 1条
3丁 目2120

を■011-778-7662  F2生X011-778-7662
帰家 雄 治

市浮
帰家

由

雄治

二
本
松
大
会
に
多
数
ご
参
加
を
〃

安
暑

長

須

賀

紀

二
年
ぶ
り
の
同
窓
吾
峰
会
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
東
日

本
大
震
災
並
び
に
福
島
第

一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
多
く

の
方
が
犠
牲
と
な
ら
れ
、
甚
大
な

被
害
を
被
り
、
同
窓
吾
峰
会
二
本

松
大
会
の
開
催
は
延
期
せ
ざ
る
を

え
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し

て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
混
乱
と
困
難
の
真
只

中
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
も
、
多
く

の
方
々
が
、
希
望
を
胸
に
抱
き
、

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に

互
い
の
絆
を
深
め
、
「復
興
」
と

い
う
二
文
字
に
向
か
っ
て
一
歩

一

歩
、
歩
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
私
達
の
吾
峰
会
も
同
様
に
、
そ

れ
ぞ
れ
勤
務
す
る
学
校
現
場
に
お

い
て
使
命
感
を
持
っ
て
教
育
活
動

に
励
み
、
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、

多
く
の
会
員
が
、
い
ろ
い
ろ
な
立

場
か
ら
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
や

学
校
教
育
を
支
援
し
、
吾
峰
会
の

歩
み
を
た
ゆ
ま
ず
続
け
よ
う
と
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
皆
様
方
に
、
あ
ら
た
め
ま

し
て
同
窓
吾
峰
会
二
本
松
大
会
の

ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【開
催
期
日
】

平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
（土
）

【△〓　　怪物
】

二
本
松
御
苑

二
本
松
市
金
色
久
保
二
二
二
の
七

皿
〇
二
四
三

（二
三
）
二
九
二
一

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
案

内
状
を
送
付
申
し
上
げ
ま
す
。
各

支
部
皆
様
方
の
多
数
の
ご
来
訪
を
、

安
達
支
部
会
員

一
同
、
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆

様
方
を
心
よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま

す
。
菊
花
香
る
十
月
、
二
本
松
の

地
に
て
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
、
同
窓
吾
峰
会
二
本

松
大
会
の
ご
案
内
と
い
た
し
ま
す
。

（昭
二
五
卒
）

顧
問

色
摩
勝
夫
様
を
偲
ん
で

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類

同
窓
吾
峰
会
元
会
長

（平
成
元
年

～
六
年
）、
現
在
の
顧
問

色
摩
勝

夫
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
ま
こ
と

に
痛
ま
し
く
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。
先
生
に
は
平
成
元
年
本
会
の
会

長
と
し
て
就
任
さ
れ
る
と
、
同
窓

生
の
絆
を
強
く
す
る
こ
と
に
意
を

配
ら
れ
、
慶
弔
規
定
に
満
九
十
五

歳
会
員
へ
の
賀
寿
贈
呈
の
道
を
開

か
れ
ま
し
た
。
設
立
当
時
、
該
当

者
は
ゼ
ロ
か
ら
数
名
程
度
で
し
た

が
、
現
在
は
十
数
名
か
ら
二
十
数

名
の
元
気
な
会
員
が
受
賞
さ
れ
長

寿
と
同
窓
生
と
し
て
の
喜
び
に
浸
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
も

一
昨
年

に
賀
寿
を
受
賞
さ
れ
、
こ
の
賞
の

重
み
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
、
嬉
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
ご
様
子
で
し
た
。

さ
ら
に
先
生
に
は
六
年
間
の
会

長
の
間
、
会
員
の
研
究
奨
励
や
会

員
名
簿
の
発
行
、
吾
峰
会
大
会
な

ど
に
意
を
配
ら
れ
、
現
在
の
会
運

吾
峰
会
会
長

　

冊
一
　

車部

　

黍
々
　

一光

（弔
辞
よ
り
）

営
の
基
礎

・
基
本
を
固
め
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
吾
峰
会
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
ご
功
績
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
い
か
に
脱
却
す
る
か
、
吾
峰
会

の
運
営
に
つ
い
て
さ
ら
に
ご
指
導

を
戴
き
た
い
と
き
に
、
先
生
へ
の

弔
辞
を
申
し
述
べ
る
の
は
、
断
腸

の
思
い
で
す
が
、
先
生
の
ご
遺
徳

を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
、
お
別
れ
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
三
日

在りし日の色摩様

「同窓吾峰会
百年史」より



①  第 129号 吾  峰 (GOH5) 平 成 24年 8月 1日

平成24年度 同窓吾峰会支部組織一覧
(平成24年 7月 10日現在)

番号 支部名 支部長名 副 支部 長 名 事 務 局 事務局長名 評議員名 会員数

1 福  島 白石 允宏

藤
舘

田

佐
矢
添

捷善 ・関場
清孝 ・野崎

和子

子
司
弘
修
〒960-8114福島市松浪町346

福島市立福島第二小学校
ぞ■024-534-3101  FA】【024-534-4503

土屋 悦男
石
場
白
関
允宏
弘子
2284

伊 達 菅野 弘 明
鈴木 約 子 ・松浦 常 雄

佐藤 由 弘

〒960-0804伊達市霊山町大石字三ノ輪27

伊達市立大石小学校
a024-587-1315  FAX 024-587-1331

佐藤 由 弘
明
雄
弘
常

野
浦
菅
松

安  達 須賀 紀 一
国分 長 次 ・菅野 玲 子

鈴木 隆 雄 。久賀 孝 子

菊池 勇 人

〒964-0904二本松市郭内一丁目1
二本松市立二本松北小学校

a0243-23-0029  FAメ こ0243-23-0012
高島 徹也

須賀
高島
一
也
紀
徹

4 郡  山 中村日出彦
大河原博美 ・佐藤

石塚 紀 子 ・渡部

＋映
士
心

力
博

〒9638851郡 山市開成314-7

郡山市立開成小学校
■々024-932-5299  F2Xヽ024-932-5300

田中 靖則
中村日出彦
柳沼 秀 雄

5 岩  瀬 高橋 専 治
山野辺庄吉 ・渡違 碩 男

渡辺 英 子

〒9620861須 賀川市古舘70

須賀川市立阿武隈小学校
を■0248-76-5135  FAX 0248-76-5323

渡退 真 二
高橋 専 治
山野辺庄吉

6 石 安倍 治 男 車国 政 美 ・鈴木 英 孝

〒9636315石 川郡玉川村大字中字前作田71

玉川村立泉中学校
を】0247-57-2029  F2生】こ0247-57-4124

佐藤 俊 久
安倍
佐藤

男
久
治
俊

田 村 先崎  岡 1
内
崎
山
先
敏夫 。柳沼 照 栄
憲一

〒963-7759田村郡三春町字大町157

三春町立三春小学校
を■0247-62-3101  FAX 0247-62-3106

高橋 正美
剛
美正

崎
橋
先
高

西白河 長嶺  節
河
楽
小
大
弘義 。菊池千代子
睦彦

〒9610963白 河市日影28

白河市立白河第二小学校
を■0248-23-3242  F2生メ【0248-22-1902

野口意千朗
節
彦睦

嶺
楽
長
大

東白川 鈴木 正美
坂上 昭 吾 ・奥貫  洋
吉田和賀子

〒963-5341東白川郡塙町大字台宿字下川原5

塙町立塙小学校
を■0247-43-0066  F2代メ【0247-43-0099

角田彰三郎
美
義
正
忠

木
本
鈴
根

会 津 湯野尻 張
山ノ内ワグリ・阿部 重 孝
渡部 敏 郎 ・佐瀬千代子

橋本千賀子

〒965-0875会津若松市米代一丁目5-33

会津若松市立謹教小学校
を■0242-28-2100  F2代X0242-29-3405

穴澤 員澄
湯野尻 颯
山ノ内ワグリ

耶 麻 横 山 茂男 五十嵐 岡J・宮内 光 子

〒969-3512喜多方市塩川町字東栄町二丁目11

喜多方市立塩川小学校
■々0241-27-2049  F2Xヽ0241-28-0386

萩原  孝
横山 茂 男
五十嵐 岡J

大  沼 長嶺  敏 児島 昌 詮 ・星  正 弥

〒969-6262大 沼郡会津美里町字法憧寺南甲3505

会津美里町立高回小学校
を■0242-54-2242  F2生X0242-54-2272

渡部 隆
一 敏

詮日
日

嶺
島
長
児

河  沼 知々回徳衛 大谷 鉄 夫 ・角田七兵衛

〒969-6553河沼郡会津坂下町字石田甲650

会津坂下町立坂下小学校
ぞ】0242-83-2046  F2代D(0242-83-0966

長澤 健 治
知々田徳衛
角田七兵衛

南会津 き如 俊
一 月田 敏 雄 ・渡部 雄 次

T967-0004南会津郡南会津町田島字根小屋甲4277‐1

南会津教育事務所総務社会教育課
を■0241-62-5367  Fッ生》【0241-62-5254

山本 恭士
荒川

月田
一
雄
俊
敏

いわき 片寄 秀 雄
引地 晴 子 ・金山 一 彦

木下 忠 孝 ・笹川 直 樹
矢内 金 五

〒9708026tヽわき市平字梅香町71
いわき市立平第二小学校

を■0246-23-2413  F2メヽ【0246-23-2414
金内 二 郎

片寄 秀 雄
金内 二 郎

相 馬 岩本 勝博 二瓶 新 平 。長谷サ|1件七郎

〒9760022相 馬市尾浜字細田1

相馬市立中村第二小学校
a0244-38-8104  F_AX 0244-38-8159

管野 孝司
岩本 勝 博
管野 孝 司

17 双  葉 遠原 肇 一
草野 貌 久 ・紺野 廣 光

沼内喜久男

〒9691302安 達郡大玉村玉井字長久保374

(臨時事務局 遠原支部長宅)
を■0243-48-2355  FAX 0243-48-2355

吉田 弘 見 一
見
肇
弘

原

田

」違
士
ロ

250

東 京 荒井  孝 五十嵐陽一
〒1210813東 京都足立区竹の塚5348

ぞ■03-3883-1968  F2代X03-3883-1968
荒井  孝

荒木 俊 夫

島貫 金 雄

仙 台 結城 正芳
伊藤 宗 男 ・泉  健 逸

吉田 利 弘

〒9840073仙 台市若林区荒町86

仙台市立荒町小学校
を■022-221-3595  F2生X022-221-3597

堀越 清 治
城
越
結
堀
正芳
清治

大河原 宍戸  孝

明
弘
芳
武

島

々

八
佐

賃
雄
喜
幹
貢

崎

司
山
庄
森

〒9810412宮 城県東松島市宮戸字ニツ橋1

東松島市立宮戸小学校
を■0225-88-2209  FAX 0225-88-3970

日下 嘉 充
宍戸  孝
八島 芳 明



平 成 24年 8月 1日 峰 (GOH5)

平成24年度吾峰会本部役員名簿

五
ロ 第 129号 ①

役職名 氏  名 住所 ・勤務先 電話番号 備  考

顧  問

鈴木 健 一
960-8116

福島市春日町415
024-534-8255

中国スウラ
960-1296

福島市金谷川1福島大学人間発達文化学類
024-548-8100 学 類 長

会 長 服部 秀 文
960-1241

福島市松川町字八丁目3
024-567-2383

副会長

河原 田保一
965-0832

会津若松市天神町1250
0242-26-5596 会  津

高橋 道 保
969-0271

西白河郡矢吹町小松5202
0248-42-3968 県   中

遠原 肇 一
969-1302

安達郡大玉村玉井字長久保374
0243-48-2355 浜

監  事

鈴木 絢 子
960-0612

伊達市保原町宮下951
024-576-2458

柴崎  茂
963-0111

郡山市安積町荒井字丈部内161
024-946-3700

常任理事

齋藤 正 寛
960-0241

福島市笹谷字上成出2016
024-558-7358 事務局長

吉川 哲 也
960-2261

福島市町庭坂字内町1
024-591-1035 庶務部長

高野 光 揚
960-0101

福島市瀬上町字町裏418
024-553-7251 会計部長

阿部 昭 生
960-0241

福島市笹谷字三本松305
024-557-7736 組織部長

熊田 喜 宣
960-8141

福島市渡利字株作77
024-521-0099 研究部長

平野 哲 哉
960-0112

福島市南矢野目字原下919
024-553-6385 広報部長

筆島 和 彦
960-8132

福島市東浜町244
024-533-1088 事務局次長

長澤 徳 子
960-0261

福島市飯坂町中野字西八景141
024-542-5751

千葉金之助
960-8254

福島市南沢又字北屋敷1012
024-557-3685

松浦 芳 孝
960-0116

福島市宮代字宝田前1273
024-553-8303

内藤 良 行
960-8022

福島市新浜町46附 属小学校
024-534-6441

小針 仲 一
960-8107

福島市浜田町1226附 属中学校
024-534-6442

理 事

松浦 淳 一
960-8064

福島市御倉町180ライオンズマンション705
024-522-1920

椿 薫
960-8141

福島市渡利字株作1712
024-522-3216

本田 邦 夫
960-1101

福島市大森字本町裏229
024-546-6451

岩谷 敬 恒
960-0102

福島市鎌田字古舘72
024-553-3643

近藤 博 之
960-8072

福島市北中央331
024-536-1244

鈴木 信 光
960-8164

福島市八木田字中島1051
024-546-3868

込堂 啓 子
960-0241

福島市笹谷字南田113
024-557-8199

関場 弘 子
960-8152

福島市阜谷野字芝切31
024-546-7632

菅野 和 飛
960-1455

伊達郡川俣町字竹ノ内413
024-565-4753

清野  要
960-8136

福島市八島町■ 12
024-534-7632

大竹  明
960-8141

福島市渡利大久保251
024-523-1035

伊藤 隆 司
960-8057

福島市笹木野字原端1010
024-591-1532

野崎 修 司
960-8254

福島市南沢又字上並松137
024-559-2478

鈴木 昭 雄
960-0102

福島市鎌田字一本松30
024-554-2622

丹野  学
960-8001

福島市天神町1131福島市立福島第四小学校
024-534-0141

根本  員
960-8067

福島市須川町133福 島市立岳陽中学校
024-534-6171

木村 吉 幸
960-1296

福島市金谷川1福島大学人間発達文化学類
024-548-8194

幹  事

高橋 重 義
960-0112

福島市南矢野目字中江1111
024-559-3695

持地  隆 一
960-8102

福島市北町113
024-521-3954

関口 史 子
960-8132

福島市東浜町1632
024-535-3066

笹川 二 郎
960-8157

福島市蓬末町61818
024-549-1507

矢舘 清 孝
960-8251

福島市北沢又字川寒18
024-557-8443

役職名 氏   名 住所 ・勤務先 電話番号 備   考

幹 事

藤原  謙
960-8022

福島市新浜町46附 属小学校
024-534-3942

嶺岸 知 弘
960-8107

福島市浜田町1226附 属中学校
024-534-6442

事務員 梅津 浩 子
960-2261

福島市町庭坂字一本杉130
024-591-1609

総 務 部

役職名 氏  名

部 長 齋藤 正 寛

事務局

吉川 哲 也

高野 光 揚

阿部  昭 生

峯島 和 彦

関口 史 子

梅津 浩 子

庶 務 部

役職名 氏  名

部 長 吉川 哲 也

副部長 峯島 和 彦

事務局

松浦 芳 孝

内藤 良 行

藤原  謙

会 計 部

役職名 氏  名

部 長 高野  光 揚

副部長 関口 史 子

事務局

阿部 昭 生

小針 伸 一

嶺岸 知 弘

組織部組織強化委員会

役職名 氏  名

委員長 阿部 昭 生

言1委員長 千葉金之助

委 員

松浦 淳 一

本田 邦 夫

鈴木 信 良

佐藤 忠 三

込堂 啓 子

熊 田 喜 宣

菅野 和 飛

野崎 修 司

会  長 服部 秀 文

担当幹事

高橋 重 義

持地 隆 一

矢舘 清 孝

広報部会報編集委員会

役職名 氏   名

委員長 平野 哲 哉

委 員

石岡 恒 憲

鵜沼 秀 雅

今野 滋 子

緑川  透

担当幹事

高橋 重 義

持地 隆 一

笹川 二 郎

広報部HP委 員会

役職名 氏  名

委員長 高野 光 揚

副委員長 高橋 正 紹

委  員

阿部  隆

馬場 秀 之

富田 元 久

担当幹事 高橋 重 義

研究部

積立金管理運営委員会

役職名 氏   名

委員長 山内 兵 衛

副委員長 長澤 徳 子

委 員

安 田  茂

小針 伸 一

担当幹事 嶺岸 知 弘

>二 本松大会は10月13日働開催予定

>ホ ームカミングデーは11月4日lB)AMll:00～
○声をかけ合って、ぜひ多数お集まりください。懐かし
い再会の場として計画しましょう。

》出版図書ご寄贈の紹介
○東京支部 歌 川義男様
「続 。私の南会津植物誌」(①頁参照)

○福島支部 鈴 木健一様
「金平糖の話」～福祉と教育の融合を求めて～
・吾妻連峰を仰ぎ見る 「社会福祉法人青葉学園」の理事
長として13年余勤められ、職員に講話された内容が紹
介されています。

>言卜 報

○顧   問  色 摩 勝 夫 様(②頁参照)平 成24年4月

○元事務局長 小 林 四 郎 様     平 成24年7月

謹んでご冥福をお祈りいたします。
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ご私りて生いた最いるさつに岳省含ンす合各脅乞駁』烹含せ け士が でナ た ち 後 夫 人 太 た な

必 い
｀

ダき世すだ怠↓よ生
のいさつ 9る 礎 日牛菜生代表  Cメ るを  V ‐ て 代 い 日  ん で ＼ 出 こ り 四   間 こ に と

″
る も と な つ

後
援
会
長
を
終
え
て

景督宮を言1密密富合昼香』塚畳望モ宮塔各寄:各居雪:
う
し

た

冨ヱ方畠 缶三庭[残など磐石

う

ェ
⊂
、
　
こ

過 あ来先て私 で きい会とさ泉△下点ズ言景盆とく丁ガ 子 ′ あ ィ 岸 1 、 ‐ ユ 】、 フ キ ハ ,

出
会
い
は
偶

狭
小
で

分
に
必
要
な
出
会

横

　
山
　
二貝
　
英

後
援
会
長
を
終
え
た
身
に
も
う

れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

後
援
会
の
役
員
を
仰
せ
つ
か
っ

た
四
年
間
の
中
で
、
印
象
に
残
っ

た
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
震
災

で
先
が
見
え
な
い
不
安
が
漂
う

中
、
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
入

学
生
の
後
援
会
費
に
関
し
て
協

議
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

被
災
し
た
保
護
者
の
方
か
ら

「遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
後
援
会
費

が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
大

変
な
状
況
に
あ
る
は
ず
な
の
に
…
。

「
子
ど
も
の
大
学
生
活
が
少
し

で
も
充
実
し
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
成
長
で
き
る
よ
う
に
」
と

い
う
親
の
思
い
に
胸
が
熱
く
な

然
的
に
与
】え
ら

れ

過
日
、
新
聞
に

「福
島
大
学

に
娘
が
入
学
し
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
他
県
の
方
か
ら
の
投
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

大
学
な
ら
で
は
の
講
義
の
面
白

さ
や
福
島
と
い
う
地
域
の
温
か

さ
に
ふ
れ
な
が
ら
娘
が
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
た
い
と
い
う
親
心

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

震
災

・
原
発
事
故
に
よ
り
福

島
県
で
の
学
習
環
境
を
心
配
す

る
向
き
も
あ
る
中
、
大
学
関
係

者
や
学
生
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

後
援
す
る
方
々
が

一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
対

す
る
評
価
の
一
端
を
目
に
し
て
、

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類

た
の
か
も
し

れ

ま

「人
は
人
に
よ

っ
て
人
に
な
る
」

別
な
言
葉
で

「縁

で
し

ょ
，つ
。
　

昔

一

済t'tざぢすち穐
―
占卒禁生だ聟
Ⅲ
母名署
′ち/〈そ咲ぼ含 銘磐k占芝ら凸 嵩盗尼

～
卒
業
祝
賀
会
卒
業
生
代
表
あ
い
さ
つ
～

に

よ

っ
て
人
に
な

樋
　
口
　
　
　
一謀

気
づ
け
ば
そ
の
先
輩
と
同
じ
小

学
校
の
教
師
と
い
う
道
を
選
ん

で
い
ま
し
た
。

偶
然
入
っ
た
学
生
会
。
そ
こ

で
気
の
置
け
な
い
先
輩
に
出
会

い
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
と
共
に

活
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ

し
か
執
行
委
員
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
さ
え

分
か
ら
な
か
っ
た
私
が
、
今
こ

う
し
て
大
勢
の
前
で
卒
業
生
代

表
の
挨
拶
を
し
て
い
る
こ
と
が

不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

学
業
に
お
い
て
は
、
興
味
の

あ
っ
た
漢
文
学
の
先
生
が
、
偶

然
、
あ
の
漢
字
研
究
で
著
名
な

白
川
静
先
生
の
教
え
を
受
け
た

先
生
で
し
た
。
そ
の
先
生
か
ら

漢
文
学
の
奥
深
さ
を
知
り
、
時

に
は
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
こ
と

で
、
人
間
の
面
白
さ
を
学
び
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
到

底
話
し
き
れ
な
い
多
く
の
優
れ

た
先
輩
や
後
輩
、
先
生
、
そ
し

て
同
輩
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
苦

し
い
時
に
は
支
え
ら
れ
、
楽
し

い
時
に
は
共
に
笑
い
あ
い
ま
し
た
。

」
と
を
学
ん
だ
四

私
た
ち

す
。
今

と
出
会

、
そ
こ

四
年
前
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
入
学
し
て
日
が
浅
く
、

ま
だ
友
人
と
呼
べ
る
よ
う
な
人

が
い
な
か
っ
た
私
は
、
ク
ラ
ス

で
後
の
親
友
と
な
る
二
人
の
人

に
出
会
い
ま
し
た
。　
一
人
は
出

身
が
群
馬
の

「男
子
校
」
の
人

で
し
た
。　
一
人
は
宮
城
の

「男

子
校
」
の
人
で
し
た
。
そ
し
て

も
う

一
人
は
宮
城
の
別
の

「男

子
校
」
の
人
で
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
人
と
出
会
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
ほ
ど

衝
撃
を
受
け
た
出
会
い
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
偶
然
と
言
う

べ
き
か
、
出
会
う
べ
く
し
て
出

会
っ
た
と
言
う
べ
き
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
の
学
生

生
活
は
こ
う
し
た
偶
然
が
重
な

る
こ
と
で
作
ら
れ
て
い
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

偶
然
入
っ
た
教
職
サ
ー
ク
ル

Ｆ
Ｕ
Ｎ
。
そ
こ
で
熱
い
志
を
も
っ

た
先
輩
に
出
会
い
ま
し
た
。
も

と
も
と
教
師
に
な
ろ
う
と
思
っ

て
い
な
か
っ
た
私
が
、
そ
の
先

輩
と
共
に
活
動
を
し
た
こ
と
で
、

業
す
る

会
人
で
の
人
す
が

り
、
後
援
会
の
役
割
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

後
援
会
か
ら
卒
業
し
た
今
、

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
福
島
大
学
の
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（昭
六

一
卒
　
福
島
支
部
）

の
縁
を
大
切

か
で
も

七民二寵彙容 易霰を

社
会
に
貢

間
に
な
れ
る
よ
う

ま
す
。り

ま

す
が
、

為
に
祝
賀
会
を

い
た
五
口峰
会
の

在
校

生
代
表

輩
の
皆

ざ
い
ま

翁立商た兄[

た
後大 ご

学
で
四
年

本
当

に
幸
せ
で

（①
頁

平成23年度学生衰彰者
(敬称略)

【団 体 】

*福 島大学混声合唱団
・全日本合唱コンクール銀賞

*福 島大学陸上競技部
・各種陸上競技大会で活躍

*福 島大学吹奏楽団
・各種吹奏楽コンクール入賞

【個 人 】

*芸 術の分野で優れた業績をあ|ザる
。作  曲

伊藤 巧 真 (大学院)

*ス ポーツの分野で優れた業績をあ|ザる
。陸上競技

中村 優 平  松 岡 悠 生

浅見真理奈  加 藤 沙 織

亀田 咲 絵  千 葉  緑

村上 雪 菜
・空 手 道

小池由希子

*学 業・研究業績の分野で優れた業績をあげる
。学業 ・研究

小泉 香 苗 開田 幹 子

(現代教養)
卒業祝賀会場での筆者(右から3人 目)
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平 成 23年 度 福 島 大 学

人間発達文化学類第 4期
‐
生

》 日 時 …平成24年3月26日(月)15,00～ 17:00

ら場 所 …福島市 ウェディングエルティ 2Fハ ートン・シエラルーム

>出 席者…ご来賓 7名 (入戸野学長 ・中村副学長他 5名)、

大学教員19名、卒業生213名、主催者事務局18名
入戸野学長祝辞  会 長あいさつ

齋
藤
事
務
局
長
の
進
行
で
、

次
の
順
序
で
会
は
進
め
ら
れ
た
。

遠
原
副
会
長

入
戸
野
学
長

中
田
学
類
長

服
部
会
長

来
賓
紹
介
　
　
長
浮
常
任
理
事

卒
業
生
代
表
挨
拶
　
樋
回
　
一課

世
話
役
紹
介
と
委
嘱
状
交
付

樋
回
　
　
　
一認

一
ノ
瀬
あ
ゆ
み

加
藤
　
由
華

乾
　
杯
　
　
　
　
一向
橋
副
会
長

万
歳
三
唱
　
　
阿
部
常
任
理
事

閉
会
の
こ
と
ば
熊
日
常
任
理
事
・・

会
は
和
や
か
に
華
や
か
に
進

み
、
卒
業
生

。
大
学
の
教
員

・

後
援
会
役
員

（来
賓
）
。
同
窓

会
役
員
の
温
か
く
有
意
義
な
心

の
交
流
が
展
開
さ
れ
た
。

開
会
の
こ
と
ば

挨
　
拶

池上 彰氏のメッセー

ジを紹介する中国学
類長と三浦教授

ギ L 亨 l i ! ｀

中国学類長祝辞

希望に満ちた参会者世話人へ委嘱状交付初めて在学生代表参加

第

一
回
理
事
会

・
日
時
…
四
月
二
十
七
日
（金
）

・
場
所
…
福
大
国
際
交
流
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

・
議
長
…
本
田
邦
夫
理
事

・
内
容
…
評
議
員
会
の
内
容
順

序
と
ほ
ぼ
同
じ

・
写
真
正
面
右
か
ら

遠
原
副
会
長

・
高
橋
副
会
長

服
部
会
長

・
本
田
理
事

鈴
木
監
事

。
柴
崎
監
事

③
頁
で
紹
介
し
た
丹
治
思
郷

氏
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る

檜
枝
岐
村
に
あ
る

「尾
瀬
書
美

術
館
」
内
の
一
部

（地
元
テ
レ

ビ
局
Ｆ
Ｃ
Ｔ
中
継
よ
り
）

「あぶくま展」会場

あ
の
未
曾
有
の
大
震
災
と
原

発
事
故
か
ら
、　
一
年
数
ヶ
月
に

な
り
ま
す
。
今
も
避
難
生
活
の

皆
様
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き
、

胸
が
痛
み
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
吾
峰

一
二
九
号

で
、
夢
や
勇
気
や
希
望
を
紹
介

で
き
る
こ
と
で
、
少
し
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。
（皆
様
に
感
謝
〃
）

厳
し
い
状
況
の
教
育
現
場
も

強
く
、
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

子
ど
も

。
関
係
教
職
員
の
姿
が

し
っ
か
り
見
え
て
い
ま
す
。

大
先
輩
方
の
元
気
で
素
晴
ら

し
い
ご
活
躍
を
報
道
等
で
知
る

と
き
、
心
が
奮
い
立
ち
ま
す
。

こ
の

「絆
」
を
し
っ
か
り
と

つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 第17回東京吾峰展 道山昭次氏提供

同窓吾峰会HP httpプ /9ohou.dousou.fukushima‐ u.ac.jp


